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※１　DBO 方式…（Design: 設計、Build: 建設、Operate: 運営）の略であり、公共団体等が資金調達し、施設の設計、建設、維持管理・運営業務を包括的に民間事業者に委託する方式
※２　RE100…企業が自ら事業の使用電力を 100% 再生可能エネルギーで賄うことを目指す国際的なイニシアチブ
※３　PPA（Power PurchaseAgreement）…施設所有者が提供する敷地や屋根に太陽光発電設備を所有するなどして、創出された電力をその施設所有者へ有償提供するビジネスモデル
※４　レジリエンス…「回復力」や「弾性」を意味する単語でここでは災害や感染症に対する強靭性を指す

問
　
電
気
シ
ョ
ッ
ク
で
心
肺
蘇
生
を
行
う
A
E
D
は
迅

速
な
使
用
が
必
須
で
あ
り
、
大
切
な
市
民
の
生
命
を
守

る
た
め
に
は
A
E
D
の
使
用
が
肝
要
と
な
る
。
誰
も
が

躊ち
ゅ
う

躇ち
ょ

な
く
使
用
す
る
た
め
に
、
傷
病
者
の
素
肌
を
覆
う

た
め
の
三
角
巾
を
全
て
の
A
E
D
に
配
備
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

市
長
　
早
期
の
心
肺
蘇
生
や
A
E
D
に
よ
る
電
気

シ
ョ
ッ
ク
の
実
施
は
救
命
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
た
め
、

救
命
講
習
会
を
開
催
し
、
救
命
に
関
す
る
知
識
・
技
術

を
有
す
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
き
た
。
救
命
処
置
の

際
に
救
助
者
が
傷
病
者
の
素
肌
を
出
す
こ
と
に
抵
抗
を

感
じ
、
躊
躇
す
る
こ
と
で
救
命
率
の
低
下
に
つ
な
が
る

恐
れ
も
あ
る
た
め
、
三
角
巾
を
使
用
し
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
し
た
救
命
処
置
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

問
　
三
角
巾
の
配
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
A
E
D
を
設
置

し
て
い
る
民
間
事
業
所
へ
の
周
知
に
つ
い
て
問
う
。

消
防
長
　
市
内
公
共
施
設
の
A
E
D
に
、
令
和
4
年
度

末
ま
で
に
三
角
巾
を
配
備
す
る
。
民
間
事
業
者
に
対
し

て
は
、
三
角
巾
の
必
要
性
を
周
知
し
、
A
E
D
と
と
も

に
配
備
す
る
よ
う
協
力
を
依
頼

し
て
い
き
た
い
。

市
長
　
神
奈
川
県
警
の
パ
ト

ロ
ー
ル
カ
ー
に
積
載
し
て
あ
る

A
E
D
に
も
三
角
巾
を
配
備
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
依
頼
を
し

て
い
く
。

問
　
道
の
駅
は
、
新
た
な
事
業
展
開
や
雇
用
創
出
等
の

多
岐
に
わ
た
る
効
果
が
期
待
で
き
る
が
、
事
業
者
選
定

に
係
る
募
集
要
項
等
の
公
表
以
後
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

市
長
　
事
業
者
と
直
接
の
意
見
交
換
を
行
い
、
行
政
と

事
業
者
が
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
と
な
る
こ
と
で
、
事
業
効
果

が
高
め
ら
れ
る
。
道
の
駅
が
有
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
に
対
話
を
重
ね
て
い
く
。

問
　
道
の
駅
の
事
業
手
法
と
し
て
D※

１

B
O
方
式
を
採
用

す
る
が
、
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
を
盛
り

込
む
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

経
済
部
長
　
選
定
さ
れ
る
事
業
者
に
は
、
市
内
産
品
を

積
極
的
に
取
り
扱
う
こ
と
等
を
求
め
て
お
り
、
本
市
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
等
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
道
の
駅

と
な
る
よ
う
、
事
業
者
と
連
携
を
図
る
。

問
　
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
を
利
用
し
た
体
験
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

経
済
部
長
　
多
く
の
来
訪
者
が
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
る
よ

う
、
議
員
提
案
の
点
も
含
め
、
魅
力
的
な
事
業
展
開
に

つ
い
て
、
事
業
者
と
協
議
を
重
ね
る
。

問
　
湘
南
エ
リ
ア
を
面
と
し
て
捉
え
た
広
域
連
携
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

経
済
部
長
　
近
隣
自
治
体
と
の
相

互
連
携
を
通
し
、
湘
南
エ
リ
ア
全

体
の
魅
力
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

中
学
校
給
食
に
つ
い
て

問
　
気
候
非
常
事
態
宣
言
後
の
市
民
、
事
業
者
及
び
自

治
体
の
推
進
主
体
別
に
お
け
る
取
り
組
み
を
問
う
。

環
境
部
長
　
市
民
に
は
、
環
境
問
題
を
自
分
事
と
し
て
、

ご
み
の
分
別
や
マ
イ
ボ
ト
ル
等
の
持
参
な
ど
、
二
酸
化

炭
素
排
出
量
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
事
業
者
は
経
済
と
環
境
の
両

立
を
目
指
し
、
環
境
負
荷
低
減
型
の
事
業
活
動
へ
の
移

行
が
必
須
に
な
る
。
市
は
公
共
施
設
で
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
電
力
や
省
エ
ネ
機
器
の
導
入
、
S
D
G
s
の

P
R
な
ど
、
環
境
教
育
の
視
点
を
盛
り
込
み
つ
つ
、
さ

ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

問
　
2
0
3
0
年
温
室
効
果
ガ
ス
目
標
値
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
問
う
。

環
境
部
長
　
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、
令
和
4
年
7
月

に
市
役
所
や
学
校
施
設
等
52
施
設
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
導
入
し
た
ほ
か
、
環
境
フ
ェ
ア
等
の
開
催
を
通

じ
て
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　
R※
２

E
1
0
0
の
需
要
が
高
ま
る
と
P※
３

P
A
の
取
り

組
み
が
必
要
と
な
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

環
境
部
長
　
P
P
A
は
脱
炭
素
施
策
と
地
域
の
レ※

４

ジ
リ

エ
ン
ス
対
策
を
同
時
に
実
現
で
き
る
た
め
、
有
益
な
手

法
で
あ
る
一
方
、
さ

ま
ざ
ま
な
留
意
点
が

あ
る
た
め
、
庁
内
関

係
各
課
で
議
論
を
深

め
て
い
く
。

茅ヶ崎市道の駅予定地

菊 池 雅 介

滝 口 友 美

山 田 悦 子

さ
ら
な
る
救
命
率
の

向
上
に
つ
い
て

今
後
の
道
の
駅
の

展
開
に
つ
い
て

茅
ヶ
崎
の
未
来
を
創
る
!

脱
炭
素
社
会
に
向
け
て

迅速な対応は市民の生命を守る

農業施設に再生可能
エネルギーを活用

（3）
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本会議 委員会 本会議

問

　1
種
目
の
み
開
催
の
ま
ち
も
あ
る
中
で
、
本
市
で

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
サ
ー
フ
ィ
ン
の
2
種
目
が
開

催
さ
れ
た
。
ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
し
て
い
た
の
か
。

市
長
　
2
種
目
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
選
手
・
関

係
者
等
の
宿
泊
や
飲
食
等
に
伴
う
経
済
波
及
効
果
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
本
市
を
P
R
す
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
て

い
た
。
加
え
て
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
で
初
採
用
と
な
っ
た

サ
ー
フ
ィ
ン
を
本
市
で
開
催
す
る
こ
と
で
、
サ
ー
フ
ィ
ン

の
盛
ん
な
ま
ち
で
あ
る
こ
と
の
対
外
的
な
P
R
と
な
る
と

と
も
に
、
サ
ー
フ
ィ
ン
を
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
認
知
し

て
い
た
だ
け
る
等
の
効
果
を
期
待
し
た
。

問
　大
会
の
認
知
度
向
上
の
取
り
組
み
を
問
う
。

文
化
生
涯
学
習
部
長
　
大
会
の
認
知
度
の
低
さ
は
過
去

の
大
会
で
も
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
今
大
会
の
P
R
で
は
、

啓
発
物
品
の
配
布
の
ほ
か
、
実
行
委
員
会
で
ツ
イ
ッ
タ
ー

を
立
ち
上
げ
、
本
市
ゆ
か
り
の
人
物
で
あ
る
プ
ロ
サ
ー

フ
ァ
ー
の
松
田
詩
野
選
手
や
、
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
の
湘
南
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
B
C
の
選
手
の

方
々
に
も
協
力
い
た
だ
き

認
知
度
向
上
に
努
め
た
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問
事

項職
員
の
定
年
延
長
に
向
け

た
取
組
に
つ
い
て

こ
こ
が
聞
き
た
い
!

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
、
市
長
等
（
執
行
機

関
）
に
対
し
、
市
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
、
事

務
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
等
に
つ
い
て
の

所
信
や
疑
問
を
た
だ
し
、
ま
た
は
報
告
や
説
明

を
求
め
る
も
の
で
す
。
本
市
議
会
で
は
第
2
回

（
6
月
）
、
第
3
回
（
9
月
）
及
び
第
4
回

（
12
月
）
定
例
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。

本
会
議
第
3
日
か
ら
第
7
日
に
か
け
て
、
20
人

の
議
員
（
一
括
方
式 : 

17
人
、
一
問
一
答
方
式 : 

3
人
）
が
行
い
ま
し
た
。

第 4回定例会の主な流れ

水 本 定 弘

一
般
質
問20人の

議員が質問

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か
な
が
わ

2
0
2
2
に
つ
い
て

ねんりんピック大会風景

（2）

一
般
質
問
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問
　
電
気
シ
ョ
ッ
ク
で
心
肺
蘇
生
を
行
う
A
E
D
は
迅

速
な
使
用
が
必
須
で
あ
り
、
大
切
な
市
民
の
生
命
を
守

る
た
め
に
は
A
E
D
の
使
用
が
肝
要
と
な
る
。
誰
も
が

躊ち
ゅ
う

躇ち
ょ

な
く
使
用
す
る
た
め
に
、
傷
病
者
の
素
肌
を
覆
う

た
め
の
三
角
巾
を
全
て
の
A
E
D
に
配
備
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

市
長
　
早
期
の
心
肺
蘇
生
や
A
E
D
に
よ
る
電
気

シ
ョ
ッ
ク
の
実
施
は
救
命
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
た
め
、

救
命
講
習
会
を
開
催
し
、
救
命
に
関
す
る
知
識
・
技
術

を
有
す
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
き
た
。
救
命
処
置
の

際
に
救
助
者
が
傷
病
者
の
素
肌
を
出
す
こ
と
に
抵
抗
を

感
じ
、
躊
躇
す
る
こ
と
で
救
命
率
の
低
下
に
つ
な
が
る

恐
れ
も
あ
る
た
め
、
三
角
巾
を
使
用
し
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
し
た
救
命
処
置
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

問
　
三
角
巾
の
配
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
A
E
D
を
設
置

し
て
い
る
民
間
事
業
所
へ
の
周
知
に
つ
い
て
問
う
。

消
防
長
　
市
内
公
共
施
設
の
A
E
D
に
、
令
和
4
年
度

末
ま
で
に
三
角
巾
を
配
備
す
る
。
民
間
事
業
者
に
対
し

て
は
、
三
角
巾
の
必
要
性
を
周
知
し
、
A
E
D
と
と
も

に
配
備
す
る
よ
う
協
力
を
依
頼

し
て
い
き
た
い
。

市
長
　
神
奈
川
県
警
の
パ
ト

ロ
ー
ル
カ
ー
に
積
載
し
て
あ
る

A
E
D
に
も
三
角
巾
を
配
備
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
依
頼
を
し

て
い
く
。

問
　
道
の
駅
は
、
新
た
な
事
業
展
開
や
雇
用
創
出
等
の

多
岐
に
わ
た
る
効
果
が
期
待
で
き
る
が
、
事
業
者
選
定

に
係
る
募
集
要
項
等
の
公
表
以
後
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

市
長
　
事
業
者
と
直
接
の
意
見
交
換
を
行
い
、
行
政
と

事
業
者
が
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
と
な
る
こ
と
で
、
事
業
効
果

が
高
め
ら
れ
る
。
道
の
駅
が
有
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
に
対
話
を
重
ね
て
い
く
。

問
　
道
の
駅
の
事
業
手
法
と
し
て
D※

１

B
O
方
式
を
採
用

す
る
が
、
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
を
盛
り

込
む
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

経
済
部
長
　
選
定
さ
れ
る
事
業
者
に
は
、
市
内
産
品
を

積
極
的
に
取
り
扱
う
こ
と
等
を
求
め
て
お
り
、
本
市
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
等
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
道
の
駅

と
な
る
よ
う
、
事
業
者
と
連
携
を
図
る
。

問
　
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
を
利
用
し
た
体
験
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

経
済
部
長
　
多
く
の
来
訪
者
が
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
る
よ

う
、
議
員
提
案
の
点
も
含
め
、
魅
力
的
な
事
業
展
開
に

つ
い
て
、
事
業
者
と
協
議
を
重
ね
る
。

問
　
湘
南
エ
リ
ア
を
面
と
し
て
捉
え
た
広
域
連
携
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

経
済
部
長
　
近
隣
自
治
体
と
の
相

互
連
携
を
通
し
、
湘
南
エ
リ
ア
全

体
の
魅
力
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

中
学
校
給
食
に
つ
い
て

問
　
気
候
非
常
事
態
宣
言
後
の
市
民
、
事
業
者
及
び
自

治
体
の
推
進
主
体
別
に
お
け
る
取
り
組
み
を
問
う
。

環
境
部
長
　
市
民
に
は
、
環
境
問
題
を
自
分
事
と
し
て
、

ご
み
の
分
別
や
マ
イ
ボ
ト
ル
等
の
持
参
な
ど
、
二
酸
化

炭
素
排
出
量
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
事
業
者
は
経
済
と
環
境
の
両

立
を
目
指
し
、
環
境
負
荷
低
減
型
の
事
業
活
動
へ
の
移

行
が
必
須
に
な
る
。
市
は
公
共
施
設
で
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
電
力
や
省
エ
ネ
機
器
の
導
入
、
S
D
G
s
の

P
R
な
ど
、
環
境
教
育
の
視
点
を
盛
り
込
み
つ
つ
、
さ

ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

問
　
2
0
3
0
年
温
室
効
果
ガ
ス
目
標
値
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
問
う
。

環
境
部
長
　
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、
令
和
4
年
7
月

に
市
役
所
や
学
校
施
設
等
52
施
設
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
導
入
し
た
ほ
か
、
環
境
フ
ェ
ア
等
の
開
催
を
通

じ
て
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　
R※
２

E
1
0
0
の
需
要
が
高
ま
る
と
P※
３

P
A
の
取
り

組
み
が
必
要
と
な
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

環
境
部
長
　
P
P
A
は
脱
炭
素
施
策
と
地
域
の
レ※

４

ジ
リ

エ
ン
ス
対
策
を
同
時
に
実
現
で
き
る
た
め
、
有
益
な
手

法
で
あ
る
一
方
、
さ

ま
ざ
ま
な
留
意
点
が

あ
る
た
め
、
庁
内
関

係
各
課
で
議
論
を
深

め
て
い
く
。

茅ヶ崎市道の駅予定地

菊 池 雅 介

滝 口 友 美

山 田 悦 子

さ
ら
な
る
救
命
率
の

向
上
に
つ
い
て

今
後
の
道
の
駅
の

展
開
に
つ
い
て

茅
ヶ
崎
の
未
来
を
創
る
!

脱
炭
素
社
会
に
向
け
て

迅速な対応は市民の生命を守る

農業施設に再生可能
エネルギーを活用
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議案審査
本会議 委員会 本会議

問

　1
種
目
の
み
開
催
の
ま
ち
も
あ
る
中
で
、
本
市
で

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
サ
ー
フ
ィ
ン
の
2
種
目
が
開

催
さ
れ
た
。
ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
し
て
い
た
の
か
。

市
長
　
2
種
目
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
選
手
・
関

係
者
等
の
宿
泊
や
飲
食
等
に
伴
う
経
済
波
及
効
果
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
本
市
を
P
R
す
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
て

い
た
。
加
え
て
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
で
初
採
用
と
な
っ
た

サ
ー
フ
ィ
ン
を
本
市
で
開
催
す
る
こ
と
で
、
サ
ー
フ
ィ
ン

の
盛
ん
な
ま
ち
で
あ
る
こ
と
の
対
外
的
な
P
R
と
な
る
と

と
も
に
、
サ
ー
フ
ィ
ン
を
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
認
知
し

て
い
た
だ
け
る
等
の
効
果
を
期
待
し
た
。

問
　大
会
の
認
知
度
向
上
の
取
り
組
み
を
問
う
。

文
化
生
涯
学
習
部
長
　
大
会
の
認
知
度
の
低
さ
は
過
去

の
大
会
で
も
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
今
大
会
の
P
R
で
は
、

啓
発
物
品
の
配
布
の
ほ
か
、
実
行
委
員
会
で
ツ
イ
ッ
タ
ー

を
立
ち
上
げ
、
本
市
ゆ
か
り
の
人
物
で
あ
る
プ
ロ
サ
ー

フ
ァ
ー
の
松
田
詩
野
選
手
や
、
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
の
湘
南
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
B
C
の
選
手
の

方
々
に
も
協
力
い
た
だ
き

認
知
度
向
上
に
努
め
た
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問
事

項職
員
の
定
年
延
長
に
向
け

た
取
組
に
つ
い
て

こ
こ
が
聞
き
た
い
!

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
、
市
長
等
（
執
行
機

関
）
に
対
し
、
市
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
、
事

務
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
等
に
つ
い
て
の

所
信
や
疑
問
を
た
だ
し
、
ま
た
は
報
告
や
説
明

を
求
め
る
も
の
で
す
。
本
市
議
会
で
は
第
2
回

（
6
月
）
、
第
3
回
（
9
月
）
及
び
第
4
回

（
12
月
）
定
例
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。

本
会
議
第
3
日
か
ら
第
7
日
に
か
け
て
、
20
人

の
議
員
（
一
括
方
式 : 

17
人
、
一
問
一
答
方
式 : 

3
人
）
が
行
い
ま
し
た
。

第 4回定例会の主な流れ

水 本 定 弘

一
般
質
問20人の

議員が質問

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か
な
が
わ

2
0
2
2
に
つ
い
て

ねんりんピック大会風景

（2）

一
般
質
問



問

　安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た

め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活

を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
中
で
関
係
を
築
き
、

包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
。
支
援
に
当
た
っ
て
は
、
本
人
の
意
思
を
大
切
に

し
て
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
る
か
を
決
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

問

　地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
と
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
機
能
強
化
を

含
め
た
新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
充
実
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
横

断
的
な
取
り
組
み
事
例
や
見
解
等
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
現
在
、
市
自
立
支
援
協
議
会
を
軸
に
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
が
連
携
し
、
地

域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
は
、
地
域

生
活
支
援
拠
点
等
の
役
割
と
さ
れ
る
「
専
門
的
人
材
の

確
保
・
養
成
」
や
「
地
域
の
体
制
づ
く
り
」
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ

ら
に
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
が
積
極
的
に
関
わ
る
こ

と
に
よ
り
、
障
が
い
分
野
を

超
え
た
、
よ
り
横
断
的
な
取

り
組
み
を
進
め
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
。

問
　国
の
基
本
的
対
処
方
針
の
変
更
を
踏
ま
え
た
学
校
で

の
黙
食
の
緩
和
に
つ
い
て
、
対
応
及
び
見
解
を
問
う
。

教
育
長
　
本
市
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
「
班
の
形
に
な

ら
ず
、
前
を
向
い
て
食
べ
る
」
と
し
て
お
り
、
各
学
校
で
は

感
染
症
対
策
を
踏
ま
え
た
形
で
の
食
事
を
実
施
し
て
い
る
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
家
族
等
と
の
食
事
と
は
異
な
り
、

多
人
数
が
同
時
に
食
事
を
す
る
給
食
に
つ
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
培
っ
た
子
ど
も
や
家
庭
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
給
食
中
の
会
話
を
可
と
す
る
に
は

一
定
の
時
間
と
丁
寧
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

問

　全
国
の
自
治
体
で
黙
食
を
緩
和
す
る
動
き
が
出
て

き
て
い
る
中
、
本
市
が
黙
食
の
緩
和
に
つ
い
て
慎
重
で

あ
る
理
由
と
今
後
の
方
針
を
問
う
。

教
育
総
務
部
長
　
「
マ
ス
ク
を
外
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と

の
声
と
と
も
に
、
持
病
な
ど
が
あ
る
子
ど
も
や
家
族
か

ら
は
重
症
化
の
リ
ス
ク
が
あ
る
た
め
「
黙
食
を
続
け
て

ほ
し
い
」
と
の
声
も
あ
り
、
子
ど
も
一
人
一
人
が
安
心

し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
ど
ち
ら
の
考
え
も
尊
重
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
他
自
治
体
の
対
応
は

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ

禍
以
前
の
よ
う
に
誰
も
が
安
心

し
て
楽
し
い
給
食
の
時
間
を
過

ご
せ
る
た
め
に
は
、
国
の
方
針

を
参
考
に
し
、
子
ど
も
自
ら
が

適
切
に
判
断
し
て
い
け
る
よ
う

丁
寧
な
対
応
を
心
掛
け
る
。

問

　市
長
の
新
た
な
任
期
の
中
、
茅
ヶ
崎
海
岸
グ
ラ
ン

ド
プ
ラ
ン
の
推
進
に
対
す
る
考
え
を
伺
う
。

市
長
　
本
プ
ラ
ン
は
漁
港
周
辺
地
区
の
土
地
活
用
を
計

画
的
か
つ
円
滑
に
進
め
る
指
針
で
あ
り
、
こ
の
エ
リ
ア

の
魅
力
向
上
は
地
域
経
済
活
性
化
等
か
ら
も
極
め
て
重

要
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
本
市
の
注
目
度
が
高
ま
っ
て

い
る
今
、
機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
取
り
組
み
を
進
め
る
。

問
　中
海
岸
プ
ー
ル
跡
地
の
整
備
計
画
の
進
捗
を
伺
う
。

建
設
部
長
　
当
跡
地
は｢

自
然
海
岸
公
園｣

と
し
て
整
備
す

る
計
画
で
あ
る
が
、
現
在
は
、
公
園
予
定
地
南
側
に
接
す

る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
直
線
化
工
事
が
未
着
手
で
あ
る
。

水
路
の
暗
渠き

ょ

化
も
含
め
て
、
工
事
を
実
施
す
る
県
と
公
園

整
備
の
時
期
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

問

　公
園
整
備
予
定
地
の
東
側
に
県
の
養
浜
砂
が
積
ま

れ
て
お
り
、
砂
が
崩
れ
る
と
中
か
ら
ゴ
ミ
が
出
て
く
る
。

水
路
も
荒
れ
た
印
象
で
あ
る
た
め
、
景
観
と
環
境
改
善

の
た
め
の
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市
民
の
力
を
借

り
る
こ
と
も
含
め
て
見
解
を
伺
う
。

経
済
部
長
　
公
益
財
団
法
人
か
な
が
わ
海
岸
美
化
財
団
が

実
施
す
る
清
掃
作
業
や
美
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
ク
リ
ー
ン

茅
ヶ
崎
等
の
清
掃
活
動
の
際
に

は
で
き
る
限
り
対
応
す
る
。
ま

た
、
県
に
対
し
、
搬
入
す
る
養

浜
砂
内
の
ご
み
の
排
除
の
徹
底

を
今
後
も
要
望
し
て
い
く
。

豊 嶋 太 一

木 山 耕 治

長谷川由美

安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

学
校
に
お
け
る
黙
食
の

緩
和
に
つ
い
て

中
海
岸
プ
ー
ル
跡
地
の

公
園
整
備
等
に
つ
い
て

基幹相談支援センターのイメージ

明確なエビデンスに基づいた対策を

市民団体が行った海岸付近の草刈り
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一
般
質
問

問
　
任
期
一
期
目
の
佐
藤
市
長
が
取
り
組
ん
だ
財
政
健
全

化
に
対
す
る
市
長
の
思
い
と
、
そ
の
取
り
組
み
の
成
果
等

を
市
民
と
共
有
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

市
長
　
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
に
は
終
わ
り
は
な
い
と
の
思

い
を
強
く
抱
い
て
お
り
、
こ
れ
は
市
政
の
基
軸
と
な
る
考
え
方
で

あ
る
。
ま
た
、
取
り
組
み
成
果
等
は
市
民
と
の
共
有
に
努
め
る
。

問
　
市
長
公
約
の
実
現
に
向
け
た
進
捗
状
況
の
「
見
え
る
化
」
は
、

市
長
の
責
任
で
あ
る
。
市
長
公
約
に
公
約
区
分
や
総
合
計
画
の
項

目
等
を
加
え
て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
は
い
か
が
か
。

企
画
部
長
　
積
極
的
な
情
報
発
信
を
通
し
て
市
民
と
行

政
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
市
長
公
約

で
掲
げ
た
取
り
組
み
の
進
捗
の
見
え
る
化
は
重
要
で
あ

る
が
、
実
施
計
画
の
進
捗
を
見
え
る
化
す
る
こ
と
で
市

長
公
約
の
見
え
る
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
市
長
個
人
の
公
約
と
市
の
実
施
計
画
と
の
す
み
分
け

は
難
し
い
が
、
市
の
将
来
の
展
望
は
市
民
に
伝
え
る
仕
組

み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。
実
施
計
画
の
進
捗
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
長
の
部
屋
」
に
掲
載
し
、
一
目
瞭
然
で

分
か
る
「
見
え
る
化
」
を
し
て
は
い
か
が
か
。

企
画
部
長
　
実
施
計
画
の
進

捗
状
況
は
、
市
民
が
行
政
活

動
を
知
り
判
断
す
る
上
で
重

要
な
情
報
で
あ
る
。
「
市
長

の
部
屋
」
の
活
用
も
含
め
て

最
適
な
情
報
発
信
の
手
法
を

検
討
し
て
い
く
。

問
　
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
を
ど
う
進
め
る
の
か
伺
う
。

教
育
長
　
多
く
の
小
・
中
学
校
は
昭
和
40
年
代
か
ら
50

年
代
に
建
設
さ
れ
、
老
朽
化
が
進
み
、
本
市
が
定
め
る

耐
用
年
数
を
順
次
迎
え
る
。
今
後
、
改
築
や
大
規
模
改

修
等
が
集
中
し
、
多
大
な
費
用
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

中
長
期
的
な
視
点
で
施
設
整
備
計
画
を
検
討
す
る
。

教
育
総
務
部
長
　
学
校
施
設
の
み
を
対
象
と
し
た
個
別
施

設
計
画
の
策
定
を
進
め
、
施
設
の
耐
用
年
数
や
整
備
サ
イ

ク
ル
を
見
直
し
、
多
大
な
整
備
費
用
の
縮
減
を
図
る
。
ま

た
、
個
々
の
施
設
の
劣
化
状
況
を
勘
案
し
、
整
備
時
期
の

前
倒
し
な
ど
財
政
負
担
の
平
準
化
も
検
討
す
る
。

問
　
避
難
所
と
も
な
る
学
校
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
つ
い
て
考
え
方
を
伺
う
。

教
育
総
務
部
長
　
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、
平
素

の
教
育
活
動
だ
け
で
な
く
避
難
所
開
設
時
の
視
点
も
加

え
な
が
ら
、
大
規
模
改
修
や
一
部
改
修
な
ど
の
際
に
実

施
し
、
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
る
。

問
　
体
育
館
の
空
調
設
備
設
置
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

教
育
長
　
体
育
館
の
空
調
設
備
は
、
猛
暑
対
策
等
の
教

育
環
境
の
向
上
や
避
難
所
と
し
て
の
機
能
の
充
実
の
面

で
、
非
常
に
大
切
な
設

備
で
あ
り
、
各
学
校
の

状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、

設
置
に
向
け
検
討
を
進

め
る
。

問
　
各
学
校
に
お
け
る
教
室
の
換
気
や
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
計

測
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
か
伺
う
。

教
育
長
　
教
室
の
換
気
に
つ
い
て
は
、
市
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ
て
、
可
能
な
限
り
常
時
２
方
向
の
窓
を
開

け
て
実
施
し
て
い
る
。
冬
の
時
期
に
お
い
て
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
小
・

中
学
校
に
２
台
ず
つ
配
付
し
た
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
計
測
器
で

換
気
状
況
を
数
値
で
把
握
し
、
適
切
な
対
応
が
で
き
る

よ
う
、
学
校
へ
周
知
し
て
い
く
。

問
　
未
就
学
児
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

及
び
検
査
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
保
育
所
等
の
感
染
症
対
策
と
し
て
、
手
洗
い
や
消

毒
、
換
気
な
ど
の
基
本
的
な
対
策
に
加
え
、
発
熱
等
の
症

状
が
出
た
場
合
に
保
育
所
等
で
検
査
で
き
る
体
制
を
整
え

て
い
る
。
令
和
４
年
10
月
に
県
よ
り
提
供
を
受
け
た
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
を
、
市
内
保
育
所
等
及
び
幼
稚
園
に
対
し
て
、

全
て
の
職
員
及
び
園
児
分
配
布
し
た
。
今
後
も
検
査
キ
ッ

ト
の
購
入
を
含
め
た
感
染
症
対
策
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
、

継
続
し
て
各
保
育
所
等
に
補
助
を
行
い
な
が
ら
感
染
症
対

策
に
取
り
組
み
、
安

全
・
安
心
な
保
育
を
提

供
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問

事
項

防
災
対
策
に
つ
い
て

岡 崎 　 進

新 倉 真 二

山 﨑 広 子

公
共
施
設
整
備・再
編
計
画

に
つ
い
て

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
、

佐
藤
市
政
の「
見
え
る
化
」に
つ
い
て

市内の公共施設の現状
茅ヶ崎市公共施設整備・再編
計画（概要版）から抜粋

配備されているＣＯ２濃度計測器

市民にわかりやすい見える化
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一
般
質
問



問

　安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た

め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活

を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
中
で
関
係
を
築
き
、

包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
。
支
援
に
当
た
っ
て
は
、
本
人
の
意
思
を
大
切
に

し
て
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
る
か
を
決
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

問

　地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
と
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
機
能
強
化
を

含
め
た
新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
充
実
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
横

断
的
な
取
り
組
み
事
例
や
見
解
等
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
現
在
、
市
自
立
支
援
協
議
会
を
軸
に
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
が
連
携
し
、
地

域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
は
、
地
域

生
活
支
援
拠
点
等
の
役
割
と
さ
れ
る
「
専
門
的
人
材
の

確
保
・
養
成
」
や
「
地
域
の
体
制
づ
く
り
」
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ

ら
に
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
が
積
極
的
に
関
わ
る
こ

と
に
よ
り
、
障
が
い
分
野
を

超
え
た
、
よ
り
横
断
的
な
取

り
組
み
を
進
め
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
。

問
　国
の
基
本
的
対
処
方
針
の
変
更
を
踏
ま
え
た
学
校
で

の
黙
食
の
緩
和
に
つ
い
て
、
対
応
及
び
見
解
を
問
う
。

教
育
長
　
本
市
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
「
班
の
形
に
な

ら
ず
、
前
を
向
い
て
食
べ
る
」
と
し
て
お
り
、
各
学
校
で
は

感
染
症
対
策
を
踏
ま
え
た
形
で
の
食
事
を
実
施
し
て
い
る
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
家
族
等
と
の
食
事
と
は
異
な
り
、

多
人
数
が
同
時
に
食
事
を
す
る
給
食
に
つ
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
培
っ
た
子
ど
も
や
家
庭
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
給
食
中
の
会
話
を
可
と
す
る
に
は

一
定
の
時
間
と
丁
寧
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

問

　全
国
の
自
治
体
で
黙
食
を
緩
和
す
る
動
き
が
出
て

き
て
い
る
中
、
本
市
が
黙
食
の
緩
和
に
つ
い
て
慎
重
で

あ
る
理
由
と
今
後
の
方
針
を
問
う
。

教
育
総
務
部
長
　
「
マ
ス
ク
を
外
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と

の
声
と
と
も
に
、
持
病
な
ど
が
あ
る
子
ど
も
や
家
族
か

ら
は
重
症
化
の
リ
ス
ク
が
あ
る
た
め
「
黙
食
を
続
け
て

ほ
し
い
」
と
の
声
も
あ
り
、
子
ど
も
一
人
一
人
が
安
心

し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
ど
ち
ら
の
考
え
も
尊
重
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
他
自
治
体
の
対
応
は

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ

禍
以
前
の
よ
う
に
誰
も
が
安
心

し
て
楽
し
い
給
食
の
時
間
を
過

ご
せ
る
た
め
に
は
、
国
の
方
針

を
参
考
に
し
、
子
ど
も
自
ら
が

適
切
に
判
断
し
て
い
け
る
よ
う

丁
寧
な
対
応
を
心
掛
け
る
。

問

　市
長
の
新
た
な
任
期
の
中
、
茅
ヶ
崎
海
岸
グ
ラ
ン

ド
プ
ラ
ン
の
推
進
に
対
す
る
考
え
を
伺
う
。

市
長
　
本
プ
ラ
ン
は
漁
港
周
辺
地
区
の
土
地
活
用
を
計

画
的
か
つ
円
滑
に
進
め
る
指
針
で
あ
り
、
こ
の
エ
リ
ア

の
魅
力
向
上
は
地
域
経
済
活
性
化
等
か
ら
も
極
め
て
重

要
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
本
市
の
注
目
度
が
高
ま
っ
て

い
る
今
、
機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
取
り
組
み
を
進
め
る
。

問
　中
海
岸
プ
ー
ル
跡
地
の
整
備
計
画
の
進
捗
を
伺
う
。

建
設
部
長
　
当
跡
地
は｢

自
然
海
岸
公
園｣

と
し
て
整
備
す

る
計
画
で
あ
る
が
、
現
在
は
、
公
園
予
定
地
南
側
に
接
す

る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
直
線
化
工
事
が
未
着
手
で
あ
る
。

水
路
の
暗
渠き

ょ

化
も
含
め
て
、
工
事
を
実
施
す
る
県
と
公
園

整
備
の
時
期
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

問

　公
園
整
備
予
定
地
の
東
側
に
県
の
養
浜
砂
が
積
ま

れ
て
お
り
、
砂
が
崩
れ
る
と
中
か
ら
ゴ
ミ
が
出
て
く
る
。

水
路
も
荒
れ
た
印
象
で
あ
る
た
め
、
景
観
と
環
境
改
善

の
た
め
の
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市
民
の
力
を
借

り
る
こ
と
も
含
め
て
見
解
を
伺
う
。

経
済
部
長
　
公
益
財
団
法
人
か
な
が
わ
海
岸
美
化
財
団
が

実
施
す
る
清
掃
作
業
や
美
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
ク
リ
ー
ン

茅
ヶ
崎
等
の
清
掃
活
動
の
際
に

は
で
き
る
限
り
対
応
す
る
。
ま

た
、
県
に
対
し
、
搬
入
す
る
養

浜
砂
内
の
ご
み
の
排
除
の
徹
底

を
今
後
も
要
望
し
て
い
く
。

豊 嶋 太 一

木 山 耕 治

長谷川由美

安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

学
校
に
お
け
る
黙
食
の

緩
和
に
つ
い
て

中
海
岸
プ
ー
ル
跡
地
の

公
園
整
備
等
に
つ
い
て

基幹相談支援センターのイメージ

明確なエビデンスに基づいた対策を

市民団体が行った海岸付近の草刈り

（4）

一
般
質
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問
　
任
期
一
期
目
の
佐
藤
市
長
が
取
り
組
ん
だ
財
政
健
全

化
に
対
す
る
市
長
の
思
い
と
、
そ
の
取
り
組
み
の
成
果
等

を
市
民
と
共
有
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

市
長
　
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
に
は
終
わ
り
は
な
い
と
の
思

い
を
強
く
抱
い
て
お
り
、
こ
れ
は
市
政
の
基
軸
と
な
る
考
え
方
で

あ
る
。
ま
た
、
取
り
組
み
成
果
等
は
市
民
と
の
共
有
に
努
め
る
。

問
　
市
長
公
約
の
実
現
に
向
け
た
進
捗
状
況
の
「
見
え
る
化
」
は
、

市
長
の
責
任
で
あ
る
。
市
長
公
約
に
公
約
区
分
や
総
合
計
画
の
項

目
等
を
加
え
て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
は
い
か
が
か
。

企
画
部
長
　
積
極
的
な
情
報
発
信
を
通
し
て
市
民
と
行

政
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
市
長
公
約

で
掲
げ
た
取
り
組
み
の
進
捗
の
見
え
る
化
は
重
要
で
あ

る
が
、
実
施
計
画
の
進
捗
を
見
え
る
化
す
る
こ
と
で
市

長
公
約
の
見
え
る
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
市
長
個
人
の
公
約
と
市
の
実
施
計
画
と
の
す
み
分
け

は
難
し
い
が
、
市
の
将
来
の
展
望
は
市
民
に
伝
え
る
仕
組

み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。
実
施
計
画
の
進
捗
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
長
の
部
屋
」
に
掲
載
し
、
一
目
瞭
然
で

分
か
る
「
見
え
る
化
」
を
し
て
は
い
か
が
か
。

企
画
部
長
　
実
施
計
画
の
進

捗
状
況
は
、
市
民
が
行
政
活

動
を
知
り
判
断
す
る
上
で
重

要
な
情
報
で
あ
る
。
「
市
長

の
部
屋
」
の
活
用
も
含
め
て

最
適
な
情
報
発
信
の
手
法
を

検
討
し
て
い
く
。

問
　
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
を
ど
う
進
め
る
の
か
伺
う
。

教
育
長
　
多
く
の
小
・
中
学
校
は
昭
和
40
年
代
か
ら
50

年
代
に
建
設
さ
れ
、
老
朽
化
が
進
み
、
本
市
が
定
め
る

耐
用
年
数
を
順
次
迎
え
る
。
今
後
、
改
築
や
大
規
模
改

修
等
が
集
中
し
、
多
大
な
費
用
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

中
長
期
的
な
視
点
で
施
設
整
備
計
画
を
検
討
す
る
。

教
育
総
務
部
長
　
学
校
施
設
の
み
を
対
象
と
し
た
個
別
施

設
計
画
の
策
定
を
進
め
、
施
設
の
耐
用
年
数
や
整
備
サ
イ

ク
ル
を
見
直
し
、
多
大
な
整
備
費
用
の
縮
減
を
図
る
。
ま

た
、
個
々
の
施
設
の
劣
化
状
況
を
勘
案
し
、
整
備
時
期
の

前
倒
し
な
ど
財
政
負
担
の
平
準
化
も
検
討
す
る
。

問
　
避
難
所
と
も
な
る
学
校
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
つ
い
て
考
え
方
を
伺
う
。

教
育
総
務
部
長
　
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、
平
素

の
教
育
活
動
だ
け
で
な
く
避
難
所
開
設
時
の
視
点
も
加

え
な
が
ら
、
大
規
模
改
修
や
一
部
改
修
な
ど
の
際
に
実

施
し
、
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
る
。

問
　
体
育
館
の
空
調
設
備
設
置
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

教
育
長
　
体
育
館
の
空
調
設
備
は
、
猛
暑
対
策
等
の
教

育
環
境
の
向
上
や
避
難
所
と
し
て
の
機
能
の
充
実
の
面

で
、
非
常
に
大
切
な
設

備
で
あ
り
、
各
学
校
の

状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、

設
置
に
向
け
検
討
を
進

め
る
。

問
　
各
学
校
に
お
け
る
教
室
の
換
気
や
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
計

測
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
か
伺
う
。

教
育
長
　
教
室
の
換
気
に
つ
い
て
は
、
市
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ
て
、
可
能
な
限
り
常
時
２
方
向
の
窓
を
開

け
て
実
施
し
て
い
る
。
冬
の
時
期
に
お
い
て
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
小
・

中
学
校
に
２
台
ず
つ
配
付
し
た
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
計
測
器
で

換
気
状
況
を
数
値
で
把
握
し
、
適
切
な
対
応
が
で
き
る

よ
う
、
学
校
へ
周
知
し
て
い
く
。

問
　
未
就
学
児
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

及
び
検
査
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
保
育
所
等
の
感
染
症
対
策
と
し
て
、
手
洗
い
や
消

毒
、
換
気
な
ど
の
基
本
的
な
対
策
に
加
え
、
発
熱
等
の
症

状
が
出
た
場
合
に
保
育
所
等
で
検
査
で
き
る
体
制
を
整
え

て
い
る
。
令
和
４
年
10
月
に
県
よ
り
提
供
を
受
け
た
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
を
、
市
内
保
育
所
等
及
び
幼
稚
園
に
対
し
て
、

全
て
の
職
員
及
び
園
児
分
配
布
し
た
。
今
後
も
検
査
キ
ッ

ト
の
購
入
を
含
め
た
感
染
症
対
策
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
、

継
続
し
て
各
保
育
所
等
に
補
助
を
行
い
な
が
ら
感
染
症
対

策
に
取
り
組
み
、
安

全
・
安
心
な
保
育
を
提

供
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問

事
項

防
災
対
策
に
つ
い
て

岡 崎 　 進

新 倉 真 二

山 﨑 広 子

公
共
施
設
整
備・再
編
計
画

に
つ
い
て

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
、

佐
藤
市
政
の「
見
え
る
化
」に
つ
い
て

市内の公共施設の現状
茅ヶ崎市公共施設整備・再編
計画（概要版）から抜粋

配備されているＣＯ２濃度計測器

市民にわかりやすい見える化
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※５　ファーストプレゼント事業…新生児出生世帯に育児用品を選ぶことのできるカタログギフトをプレゼントする事業
※６　出産・子育て応援交付金…妊娠や乳幼児のいる家庭を対象にした伴走型支援を受けた方に妊娠届出時に５万円、出生届出時に乳児一人当たり５万円を給付する事業

問
　
博
物
館
の
来
館
状
況
と
市
民
か
ら
の
評
価
を
問
う
。

教
育
長
　
令
和
４
年
12
月
18
日
時
点
で
子
育
て
世
代
の

家
族
な
ど
１
万
８
千
人
超
が
来
館
し
、
資
料
を
間
近
で

見
ら
れ
る
な
ど
好
意
的
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

問
　博
物
館
の
来
館
者
を
増
や
す
た
め
の
施
策
を
問
う
。

教
育
推
進
部
長
　
開
館
時
に
、
学
校
へ
の
案
内
の
配
布
や

市
広
報
紙
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
を
行
っ
た
。

都
市
部
長
　
博
物
館
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
し
て
、
県
や
近

隣
市
町
等
で
構
成
す
る
湘
南
地
域
自
転
車
観
光
推
進
協

議
会
が
実
施
す
る
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
社
会
実
験
に
お

い
て
、
博
物
館
に
も
令
和
４
年
12
月
23
日
か
ら
ポ
ー
ト

（
駐
輪
場
）
を
置
く
こ
と
と
な
っ
た
。

問
　
民
俗
資
料
館
を
一
体
と
し
た
エ
リ
ア
の
整
備
に
つ

い
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
飲
食
施
設
の
設
置
を
問
う
。

教
育
長
　
本
エ
リ
ア
の
整
備
は
延
期
し
て
い
る
が
、
可

能
な
限
り
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
て
取
り
組
み
た
い
。

飲
食
の
提
供
施
設
に
つ
い
て
は
設
置
方
法
を
検
討
す
る
。

問
　
下
寺
尾
官か

ん

衙が

遺
跡
群
と
結
び
つ
け
た
歴
史
文
化
エ

リ
ア
の
創
造
を
目
指
す
取
り
組
み
を
問
う
。

教
育
長
　
地
域
の
歴
史
を
学
ぶ

題
材
等
に
史
跡
を
活
用
す
る
な

ど
、
地
域
の
財
産
と
し
て
守
り
、

将
来
に
受
け
継
ぐ
意
識
の
醸
成

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
学
芸

員
資
格
や
専
門
的
知
識
を
持
つ

職
員
の
育
成
と
配
置
に
努
め
る
。

問
　
子
ど
も
た
ち
が
地
域
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所

を
増
や
す
こ
と
が
重
要
だ
が
、
そ
の
支
援
体
制
を
問
う
。

市
長
　
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
は
重
要
だ
と
考
え
て

い
る
。
現
在
は
、
子
ど
も
食
堂
を
運
営
す
る
団
体
へ
の

補
助
金
交
付
や
情
報
発
信
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

こ
ど
も
育
成
部
長
　
令
和
５
年
度
に
、
よ
り
多
く
の
団
体
が
子

ど
も
食
堂
支
援
事
業
補
助
金
を
活
用
し
、
継
続
的
に
安
定
し
て
運
営

で
き
る
よ
う
対
象
要
件
の
緩
和
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
次
期
実
施
計

画
策
定
の
中
で
検
討
し
て
い
た
学
習
支
援
を
含
め
た
居
場
所
づ
く
り

に
つ
い
て
も
、
事
業
実
施
に
向
け
て
引
き
続
き
調
整
し
て
い
く
。

問
　
市
が
予
定
し
て
い
る
フ※

５

ァ
ー
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
事

業
と
国
の
出※

６

産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
に
つ
い
て
、
差

別
化
し
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

市
長
　
市
と
国
の
事
業
を
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

妊
娠
期
か
ら
育
児
期
ま
で
、
よ
り
手
厚
い
市
独
自
の
支
援

が
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
市
長
は
常
に
「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
」
と
述
べ
て

い
る
が
、
そ
の
強
い
思
い
を
伺
う
。

市
長
　
子
ど
も
た
ち
が
希
望
を
持
ち
伸
び
伸
び
と
育
つ
環
境
整
備

は
明
る
い
未
来
の
実
現
に
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ

て
も
本
市
に
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

環
境
づ
く
り
を
強
く
推
進
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

学
校
教
育
に
つ
い
て

そ
の
先
の
茅
ヶ
崎
に
つ
い
て

問
　
学
校
給
食
の
食
材
選
定
基
準
の
考
え
方
を
伺
う
。

教
育
長
　
本
市
の
規
格
書
で
は
、
国
内
で
加
工
、
生
産

さ
れ
た
も
の
を
優
先
し
、
放
射
性
物
質
が
基
準
値
以
下

で
あ
る
こ
と
、
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
は
不
可
と
す
る

こ
と
等
と
し
て
い
る
。
今
後
も
、
食
品
の
安
全
性
が
確

保
さ
れ
た
地
場
野
菜
の
活
用
等
、
教
育
的
配
慮
が
な
さ

れ
た
学
校
給
食
を
提
供
す
る
た
め
衛
生
的
で
適
切
に
生

産
、
流
通
さ
れ
て
い
る
も
の
を
選
定
し
て
い
く
。

問
　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
導
入
に
つ
い
て
、
現
時
点
で

の
調
査
研
究
状
況
を
伺
う
。

教
育
長
　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
産
物
を
使
用
し
た
学
校
給

食
は
子
ど
も
た
ち
の
健
康
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、

農
薬
や
化
学
肥
料
を
使
わ
な
い
こ
と
で
環
境
に
も
優
し

く
、
食
育
の
効
果
と
し
て
も
意
義
深
い
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
一
方
で
、
本
市
の
給
食
に
安
定
供
給
で
き
る

生
産
者
を
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
や
、
地
場
産
物
の

活
用
率
が
下
が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
限
ら
れ
た
給

食
費
の
中
で
の
食
材
費
の
高
騰
等
の
課
題
も
あ
る
。
今

後
は
、
農
林
水
産
省
が
策
定
し
た
「
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
」
に
お
い
て
有

機
農
業
が
拡
大
さ
れ
る
た
め
、

国
の
動
向
を
注
視
す
る
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

相
談
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援

に
つ
い
て

中 野 幸 雄

広 瀬 忠 夫

早 川 仁 美

多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
る

博
物
館
及
び
歴
史
文
化

エ
リ
ア
の
創
造
に
つ
い
て

子
ど
も
子
育
て
の

政
策
に
つ
い
て

学
校
給
食
に
つ
い
て

完成した博物館の駐車場

未来の子どもたちを地域で支える

学校給食の様子
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問
　
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
は
、
総
合
計
画
実
施
計
画
の

策
定
を
延
期
し
、
必
要
最
低
限
の
施
策
展
開
と
財
政
健

全
化
に
努
め
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
は
、
多

く
の
市
民
が
幸
福
感
や
希
望
を
持
っ
て
住
み
続
け
た
い

茅
ヶ
崎
を
目
指
し
て
施
策
展
開
を
さ
れ
る
こ
と
と
理
解

し
て
い
る
。
公
約
で
強
調
さ
れ
た
「
市
民
に
や
さ
し
い

行
政
」
と
「
潤
い
の
あ
る
ま
ち
」
の
定
義
に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

市
長
　
こ
の
数
年
は
感
染
症
対
策
に
軸
足
を
置
い
た
行
政

運
営
に
努
め
て
き
た
が
、
今
後
は
私
が
目
指
す
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
軸
足
を
移
し
た
行
政
運
営
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。
人
の
温
か
さ
や
優
し
さ
は
茅
ヶ
崎
の
大
き
な

魅
力
で
あ
り
、
現
在
策
定
中
の
茅
ヶ
崎
市
実
施
計
画
２
０

２
５
で
は
、
方
向
性
の
一
つ
と
し
て
人
に
優
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
定
め
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
ま
ず
は
、
子

育
て
世
代
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
課
題
を
抱
え
た

方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
一
つ
一
つ
の
困
り
事

を
し
っ
か
り
と
聞
き
、
対
応
す
る
た
め
の
相
談
・
支
援
体

制
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。
ま

た
、
中
学
校
給
食
の
早
期
実
現
、

特
別
支
援
学
級
の
増
設
な
ど
の

教
育
環
境
の
充
実
や
子
ど
も
の

貧
困
対
策
な
ど
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
育
む
た
め
の
取
り
組
み
に

も
注
力
し
て
い
く
。

問
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
に
は
、
性
別
役
割

分
担
意
識
や
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
男
女
の
格
差
・
差
別
の

解
消
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
、
本
市
が
策
定
す
る
推
進

計
画
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
く
の
か
伺
う
。

市
長
　
社
会
通
念
や
慣
習
、
し
き
た
り
に
お
い
て
男
女

の
地
位
が
平
等
だ
と
思
う
人
は
約
２
割
に
と
ど
ま
る
。

現
在
策
定
中
の
第
二
次
ち
が
さ
き
男
女
共
同
参
画
推
進

プ
ラ
ン
の
次
の
計
画
を
「
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る

活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
の
市
町
村
推
進
計
画
と

し
て
位
置
づ
け
、
引
き
続
き
就
労
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー

や
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
相
談
等
を
実
施
し
て
い
く
。

文
化
生
涯
学
習
部
長
　
次
期
計
画
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
」
の
記
載
を
加
え
、

「
人
権
を
尊
重
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
意
識
啓
発
の
推

進
」
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
」
「
あ
ら
ゆ
る

暴
力
の
根
絶
」
な
ど
の
目
標
を
掲
げ
、
固
定
的
な
性
別
役

割
分
担
意
識
や
男
女
格
差
の
解
消
に
取
り
組
む
。

問
　
庁
内
で
横
断
的
に
施
策
を
推
進
す
る
体
制
を
伺
う
。

文
化
生
涯
学
習
部
長
　
次
期
計
画
で
も
現
行
と
同
様
、
関

係
課
か
い
長
で
構
成
す
る
会
議
体
で
計
画
を
推
進
す
る

予
定
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
た
女
性
へ
の

相
談
・
支
援
と
し
て
、
相
談
者
の

家
族
関
係
や
状
況
を
理
解
し
、
寄

り
添
い
、
安
心
し
て
相
談
で
き
る

体
制
を
作
り
、
庁
内
の
連
携
を
密

に
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
雨
水
管
の
整
備
状
況
を
問
う
。

下
水
道
河
川
部
長
　
１
時
間
当
た
り
50
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

の
降
雨
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
、
市
街

化
区
域
の
整
備
は
完
了
し
た
。
現
在
は
、
枝
線
を
整
備

し
て
お
り
、
そ
の
雨
水
面
整
備
率
は
約
53
％
で
あ
る
。

問
　
道
路
等
の
冠
水
の
原
因
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

下
水
道
河
川
部
長
　
雨
水
管
整
備
地
域
で
は
、
計
画
降
雨

量
以
下
で
あ
っ
て
も
、
数
分
間
と
い
う
極
め
て
短
時
間
に

降
雨
量
が
集
中
し
た
場
合
は
、
一
時
的
に
処
理
し
切
れ
な

い
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
雨
水
管
未
整
備
地
域
で
は
、
雨

水
管
の
能
力
が
不
足
す
る
こ
と
で
冠
水
が
生
じ
る
。

問
　
今
後
の
冠
水
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

下
水
道
河
川
部
長
　
雨
水
管
未
整
備
地
域
に
つ
い
て
、

予
想
さ
れ
る
浸
水
頻
度
や
影
響
の
度
合
い
を
考
慮
し
た

上
で
、
優
先
順
位
を
付
け
て
整
備
を
進
め
て
い
く
。

建
設
部
長
　
市
職
員
に
よ
る
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
市
民

か
ら
の
情
報
提
供
を
も
と
に
、
道
路
側
溝
と
集
水
桝
の

清
掃
を
行
い
、
道
路
の
排
水
能
力
の
維
持
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
新
規
道
路
の
整
備
や
大
規
模
な
舗
装
修
繕

の
機
会
に
歩
道
の
浸
透
化
を
図
る
こ
と
で
、
道
路
の
保

水
能
力
を
高
め
、
下
水
道
施

設
へ
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

教
職
員
の
働
き
方
改
革
に

つ
い
て

柾 木 太 郎

小 磯 妙 子

金 田 俊 信

新
た
な
４
年
間
の

市
政
運
営
に
つ
い
て

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の

実
現
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

大
雨
時
の
道
路
等
の

冠
水
対
策
に
つ
い
て

住み続けたい茅ヶ崎を目指して

SDGSの目標の１つ

ゲリラ豪雨への備えを

（7）
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般
質
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※５　ファーストプレゼント事業…新生児出生世帯に育児用品を選ぶことのできるカタログギフトをプレゼントする事業
※６　出産・子育て応援交付金…妊娠や乳幼児のいる家庭を対象にした伴走型支援を受けた方に妊娠届出時に５万円、出生届出時に乳児一人当たり５万円を給付する事業

問
　
博
物
館
の
来
館
状
況
と
市
民
か
ら
の
評
価
を
問
う
。

教
育
長
　
令
和
４
年
12
月
18
日
時
点
で
子
育
て
世
代
の

家
族
な
ど
１
万
８
千
人
超
が
来
館
し
、
資
料
を
間
近
で

見
ら
れ
る
な
ど
好
意
的
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

問
　博
物
館
の
来
館
者
を
増
や
す
た
め
の
施
策
を
問
う
。

教
育
推
進
部
長
　
開
館
時
に
、
学
校
へ
の
案
内
の
配
布
や

市
広
報
紙
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
を
行
っ
た
。

都
市
部
長
　
博
物
館
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
し
て
、
県
や
近

隣
市
町
等
で
構
成
す
る
湘
南
地
域
自
転
車
観
光
推
進
協

議
会
が
実
施
す
る
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
社
会
実
験
に
お

い
て
、
博
物
館
に
も
令
和
４
年
12
月
23
日
か
ら
ポ
ー
ト

（
駐
輪
場
）
を
置
く
こ
と
と
な
っ
た
。

問
　
民
俗
資
料
館
を
一
体
と
し
た
エ
リ
ア
の
整
備
に
つ

い
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
飲
食
施
設
の
設
置
を
問
う
。

教
育
長
　
本
エ
リ
ア
の
整
備
は
延
期
し
て
い
る
が
、
可

能
な
限
り
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
て
取
り
組
み
た
い
。

飲
食
の
提
供
施
設
に
つ
い
て
は
設
置
方
法
を
検
討
す
る
。

問
　
下
寺
尾
官か

ん

衙が

遺
跡
群
と
結
び
つ
け
た
歴
史
文
化
エ

リ
ア
の
創
造
を
目
指
す
取
り
組
み
を
問
う
。

教
育
長
　
地
域
の
歴
史
を
学
ぶ

題
材
等
に
史
跡
を
活
用
す
る
な

ど
、
地
域
の
財
産
と
し
て
守
り
、

将
来
に
受
け
継
ぐ
意
識
の
醸
成

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
学
芸

員
資
格
や
専
門
的
知
識
を
持
つ

職
員
の
育
成
と
配
置
に
努
め
る
。

問
　
子
ど
も
た
ち
が
地
域
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所

を
増
や
す
こ
と
が
重
要
だ
が
、
そ
の
支
援
体
制
を
問
う
。

市
長
　
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
は
重
要
だ
と
考
え
て

い
る
。
現
在
は
、
子
ど
も
食
堂
を
運
営
す
る
団
体
へ
の

補
助
金
交
付
や
情
報
発
信
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

こ
ど
も
育
成
部
長
　
令
和
５
年
度
に
、
よ
り
多
く
の
団
体
が
子

ど
も
食
堂
支
援
事
業
補
助
金
を
活
用
し
、
継
続
的
に
安
定
し
て
運
営

で
き
る
よ
う
対
象
要
件
の
緩
和
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
次
期
実
施
計

画
策
定
の
中
で
検
討
し
て
い
た
学
習
支
援
を
含
め
た
居
場
所
づ
く
り

に
つ
い
て
も
、
事
業
実
施
に
向
け
て
引
き
続
き
調
整
し
て
い
く
。

問
　
市
が
予
定
し
て
い
る
フ※

５

ァ
ー
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
事

業
と
国
の
出※

６

産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
に
つ
い
て
、
差

別
化
し
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

市
長
　
市
と
国
の
事
業
を
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

妊
娠
期
か
ら
育
児
期
ま
で
、
よ
り
手
厚
い
市
独
自
の
支
援

が
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
市
長
は
常
に
「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
」
と
述
べ
て

い
る
が
、
そ
の
強
い
思
い
を
伺
う
。

市
長
　
子
ど
も
た
ち
が
希
望
を
持
ち
伸
び
伸
び
と
育
つ
環
境
整
備

は
明
る
い
未
来
の
実
現
に
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ

て
も
本
市
に
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

環
境
づ
く
り
を
強
く
推
進
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

学
校
教
育
に
つ
い
て

そ
の
先
の
茅
ヶ
崎
に
つ
い
て

問
　
学
校
給
食
の
食
材
選
定
基
準
の
考
え
方
を
伺
う
。

教
育
長
　
本
市
の
規
格
書
で
は
、
国
内
で
加
工
、
生
産

さ
れ
た
も
の
を
優
先
し
、
放
射
性
物
質
が
基
準
値
以
下

で
あ
る
こ
と
、
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
は
不
可
と
す
る

こ
と
等
と
し
て
い
る
。
今
後
も
、
食
品
の
安
全
性
が
確

保
さ
れ
た
地
場
野
菜
の
活
用
等
、
教
育
的
配
慮
が
な
さ

れ
た
学
校
給
食
を
提
供
す
る
た
め
衛
生
的
で
適
切
に
生

産
、
流
通
さ
れ
て
い
る
も
の
を
選
定
し
て
い
く
。

問
　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
導
入
に
つ
い
て
、
現
時
点
で

の
調
査
研
究
状
況
を
伺
う
。

教
育
長
　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
産
物
を
使
用
し
た
学
校
給

食
は
子
ど
も
た
ち
の
健
康
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、

農
薬
や
化
学
肥
料
を
使
わ
な
い
こ
と
で
環
境
に
も
優
し

く
、
食
育
の
効
果
と
し
て
も
意
義
深
い
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
一
方
で
、
本
市
の
給
食
に
安
定
供
給
で
き
る

生
産
者
を
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
や
、
地
場
産
物
の

活
用
率
が
下
が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
限
ら
れ
た
給

食
費
の
中
で
の
食
材
費
の
高
騰
等
の
課
題
も
あ
る
。
今

後
は
、
農
林
水
産
省
が
策
定
し
た
「
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
」
に
お
い
て
有

機
農
業
が
拡
大
さ
れ
る
た
め
、

国
の
動
向
を
注
視
す
る
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

相
談
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援

に
つ
い
て

中 野 幸 雄

広 瀬 忠 夫

早 川 仁 美

多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
る

博
物
館
及
び
歴
史
文
化

エ
リ
ア
の
創
造
に
つ
い
て

子
ど
も
子
育
て
の

政
策
に
つ
い
て

学
校
給
食
に
つ
い
て

完成した博物館の駐車場

未来の子どもたちを地域で支える

学校給食の様子

（6）
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問
　
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
は
、
総
合
計
画
実
施
計
画
の

策
定
を
延
期
し
、
必
要
最
低
限
の
施
策
展
開
と
財
政
健

全
化
に
努
め
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
は
、
多

く
の
市
民
が
幸
福
感
や
希
望
を
持
っ
て
住
み
続
け
た
い

茅
ヶ
崎
を
目
指
し
て
施
策
展
開
を
さ
れ
る
こ
と
と
理
解

し
て
い
る
。
公
約
で
強
調
さ
れ
た
「
市
民
に
や
さ
し
い

行
政
」
と
「
潤
い
の
あ
る
ま
ち
」
の
定
義
に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

市
長
　
こ
の
数
年
は
感
染
症
対
策
に
軸
足
を
置
い
た
行
政

運
営
に
努
め
て
き
た
が
、
今
後
は
私
が
目
指
す
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
軸
足
を
移
し
た
行
政
運
営
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。
人
の
温
か
さ
や
優
し
さ
は
茅
ヶ
崎
の
大
き
な

魅
力
で
あ
り
、
現
在
策
定
中
の
茅
ヶ
崎
市
実
施
計
画
２
０

２
５
で
は
、
方
向
性
の
一
つ
と
し
て
人
に
優
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
定
め
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
ま
ず
は
、
子

育
て
世
代
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
課
題
を
抱
え
た

方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
一
つ
一
つ
の
困
り
事

を
し
っ
か
り
と
聞
き
、
対
応
す
る
た
め
の
相
談
・
支
援
体

制
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。
ま

た
、
中
学
校
給
食
の
早
期
実
現
、

特
別
支
援
学
級
の
増
設
な
ど
の

教
育
環
境
の
充
実
や
子
ど
も
の

貧
困
対
策
な
ど
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
育
む
た
め
の
取
り
組
み
に

も
注
力
し
て
い
く
。

問
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
に
は
、
性
別
役
割

分
担
意
識
や
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
男
女
の
格
差
・
差
別
の

解
消
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
、
本
市
が
策
定
す
る
推
進

計
画
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
く
の
か
伺
う
。

市
長
　
社
会
通
念
や
慣
習
、
し
き
た
り
に
お
い
て
男
女

の
地
位
が
平
等
だ
と
思
う
人
は
約
２
割
に
と
ど
ま
る
。

現
在
策
定
中
の
第
二
次
ち
が
さ
き
男
女
共
同
参
画
推
進

プ
ラ
ン
の
次
の
計
画
を
「
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る

活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
の
市
町
村
推
進
計
画
と

し
て
位
置
づ
け
、
引
き
続
き
就
労
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー

や
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
相
談
等
を
実
施
し
て
い
く
。

文
化
生
涯
学
習
部
長
　
次
期
計
画
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
」
の
記
載
を
加
え
、

「
人
権
を
尊
重
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
意
識
啓
発
の
推

進
」
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
」
「
あ
ら
ゆ
る

暴
力
の
根
絶
」
な
ど
の
目
標
を
掲
げ
、
固
定
的
な
性
別
役

割
分
担
意
識
や
男
女
格
差
の
解
消
に
取
り
組
む
。

問
　
庁
内
で
横
断
的
に
施
策
を
推
進
す
る
体
制
を
伺
う
。

文
化
生
涯
学
習
部
長
　
次
期
計
画
で
も
現
行
と
同
様
、
関

係
課
か
い
長
で
構
成
す
る
会
議
体
で
計
画
を
推
進
す
る

予
定
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
た
女
性
へ
の

相
談
・
支
援
と
し
て
、
相
談
者
の

家
族
関
係
や
状
況
を
理
解
し
、
寄

り
添
い
、
安
心
し
て
相
談
で
き
る

体
制
を
作
り
、
庁
内
の
連
携
を
密

に
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
雨
水
管
の
整
備
状
況
を
問
う
。

下
水
道
河
川
部
長
　
１
時
間
当
た
り
50
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

の
降
雨
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
、
市
街

化
区
域
の
整
備
は
完
了
し
た
。
現
在
は
、
枝
線
を
整
備

し
て
お
り
、
そ
の
雨
水
面
整
備
率
は
約
53
％
で
あ
る
。

問
　
道
路
等
の
冠
水
の
原
因
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

下
水
道
河
川
部
長
　
雨
水
管
整
備
地
域
で
は
、
計
画
降
雨

量
以
下
で
あ
っ
て
も
、
数
分
間
と
い
う
極
め
て
短
時
間
に

降
雨
量
が
集
中
し
た
場
合
は
、
一
時
的
に
処
理
し
切
れ
な

い
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
雨
水
管
未
整
備
地
域
で
は
、
雨

水
管
の
能
力
が
不
足
す
る
こ
と
で
冠
水
が
生
じ
る
。

問
　
今
後
の
冠
水
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

下
水
道
河
川
部
長
　
雨
水
管
未
整
備
地
域
に
つ
い
て
、

予
想
さ
れ
る
浸
水
頻
度
や
影
響
の
度
合
い
を
考
慮
し
た

上
で
、
優
先
順
位
を
付
け
て
整
備
を
進
め
て
い
く
。

建
設
部
長
　
市
職
員
に
よ
る
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
市
民

か
ら
の
情
報
提
供
を
も
と
に
、
道
路
側
溝
と
集
水
桝
の

清
掃
を
行
い
、
道
路
の
排
水
能
力
の
維
持
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
新
規
道
路
の
整
備
や
大
規
模
な
舗
装
修
繕

の
機
会
に
歩
道
の
浸
透
化
を
図
る
こ
と
で
、
道
路
の
保

水
能
力
を
高
め
、
下
水
道
施

設
へ
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

教
職
員
の
働
き
方
改
革
に

つ
い
て

柾 木 太 郎

小 磯 妙 子

金 田 俊 信

新
た
な
４
年
間
の

市
政
運
営
に
つ
い
て

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の

実
現
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

大
雨
時
の
道
路
等
の

冠
水
対
策
に
つ
い
て

住み続けたい茅ヶ崎を目指して

SDGSの目標の１つ

ゲリラ豪雨への備えを

（7）

一
般
質
問



全員協議会の開催状況

月 日（曜日） 内　　　容
10 24（月）【報告事項】１．茅ヶ崎市議会基本条例の一部改正（素案）について

11 17（木）

【協議事項】
１．湘南東ブロックし尿処理広域化方針（素案）について
２．茅ヶ崎市緑のまちづくり基金条例の一部改正の考
え方（素案）及び同基金の活用方針（素案）について
【報告事項】
３．養護老人ホーム湘風園の再整備に係る費用負担割
合について

12

19（月）

【協議事項】
１．「茅ヶ崎の魅力ある資源を活かしたまちづくり～
市民が誇れるみどりと景観の形成へ～」に関する政策
提言（素案）について
２．「子どもたちが主体的に生きるための総合的な取
り組みについて」に関する政策提言（素案）について
３．「誰もが安心して自分らしく暮らすために～持続
可能な地域福祉に向けて～」に関する政策提言（素案）
について

20（火）
【協議事項】
１．副市長の選任について
２．教育委員会委員の任命について

22（木）
【報告事項】
１．小児医療費助成事業における所得制限及び一部負
担金の撤廃について
２．令和４年度病院事業会計上半期執行状況について

議会の動向
10 月 14日 神奈川県議会議員 1名が視察来庁
10月 21日 第 209回神奈川県市議会議長会定例会及び

令和４年度神奈川県市議会議長会正副議長研修会
（議長、副議長出席）

23日 藤村優佳理議員が茅ヶ崎市長選挙に立候補の届け出をした
ことにより公職選挙法第 90条の規定に従い自動失職

27日 静岡県下田市議会議員一行６名が視察来庁
28日 愛知県田原市議会議員一行７名が視察来庁

第 35回厚木基地騒音対策協議会（議長出席）
11月 2日 愛知県江南市議会議員一行７名が視察来庁

7日 第 23回茅ヶ崎市議会新型コロナウイルス対策会議
8日 大阪府泉大津市議会議員一行７名が視察来庁

ME-BYOサミット神奈川 2022（議長、副議長出席）
10日 愛知県一宮市議会議員一行 11名が視察来庁
16日 北海道旭川市議会議員一行 3名が視察来庁

12月 2日 神奈川県鎌倉市議会議員１名が視察来庁

※議長の動向については、ホームページに掲載しています。
（「茅ヶ崎市　議長の動向」で検索できます。）

問
　
令
和
４
年
４
月
に
導
入
し
た
ご
み
有
料
化
に
よ
る
効

果
を
問
う
。

環
境
部
長
　
令
和
４
年
度
と
令
和
３
年
度
上
半
期
の
比

較
で
、
ご
み
の
排
出
量
は
12
％
減
少
し
、
資
源
物
の
排

出
量
が
６
％
増
加
し
た
。
導
入
時
の
狙
い
ど
お
り
に
進

ん
で
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。

問
　
ご
み
有
料
化
に
伴
う
不
適
正
排
出
及
び
不
法
投
棄

に
対
す
る
取
り
組
み
を
問
う
。

環
境
部
長
　
分
別
や
指
定
袋
の
使
用
方
法
の
誤
り
と

い
っ
た
不
適
正
排
出
に
つ
い
て
は
、
冊
子
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

を
活
用
し
て
正
し
い
ご
み
の
出
し
方
の
周
知
に
努
め
、

自
治
会
と
の
連
携
に
よ
る
課
題
解
決
の
取
り
組
み
を
継

続
す
る
。
不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
、
市
職
員
に
よ
る
パ

ト
ロ
ー
ル
、
学
校
や
地
域
、
警
察
等
の
関
係
機
関
と
の

連
携
を
継
続
し
、
未
然
防
止
や
早
期
発
見
に
努
め
る
。

問
　
令
和
３
年
度
の
指
定
ご
み
袋
関
連
の
収
支
を
問
う
。

環
境
部
長
　
販
売
に
伴
う
歳
入
と
販
売
手
数
料
等
の
歳

出
と
の
差
額
で
、
約
５
６
５
７
万
円
の
プ
ラ
ス
で
あ
る
。

問
　
適
正
排
出
の
推
進
の
取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
ご
み

減
量
化
の
た
め
の
戸
別
収
集
の
実
施
に
つ
い
て
問
う
。

環
境
部
長
　
出
前
講
座
や
チ
ラ
シ
等

あ
ら
ゆ
る
機
会
と
媒
体
を
活
用
し
、

適
正
排
出
の
啓
発
を
進
め
る
。
戸
別

収
集
に
つ
い
て
は
、
市
の
財
政
状
況

や
ご
み
減
量
化
の
進
捗
、
市
民
の
意

見
を
踏
ま
え
総
合
的
に
判
断
す
る
。

小 川 裕 暉

ご
み
有
料
化
導
入
の

検
証
に
つ
い
て

適正排出のための戸別収集を

茅ヶ崎市議会では、市民の皆さんに議会に対
する理解と関心を持っていただき、より身近
な議会を目指すため、インターネットのサー
ビスである「facebook（フェイスブック）」を
活用し、情報発信を行っています。

「茅ヶ崎市議会」で

令和４年第１回臨時会が
開催されました

　目の不自由な方にも、議会の活動を知っていただくため、点
字版と録音版（茅ヶ崎録音奉仕会の協力で作成）の「議会だより」
を発行しています。利用を希望される方は、議会事務局までお
問い合わせください。

「ちがさき市議会だより」は、紙面の都合で発言の一部を
掲載しています。詳しくは会議録をご覧ください。
●令和 4年第４回定例会の本会議・委員会の状況については、市
ホームページで録画映像をご覧いただけます。

●令和 4年第４回定例会の会議録は、2月下旬から市ホームページ、
市立図書館、市役所の市政情報コーナーなどでご覧いただけます。

　令和４年 10 月 18 日に令和４年第１回臨時会が開催さ
れ、議案（補正予算）１件、報告２件を審議し、全会一致
で可決しました。

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第９号）
【主な事業費】新型コロナウイルス感染症対策事業費（物価高騰
の影響を受けた市内事業所等に対する支援のため、負担金補助及
び交付金等を増額するもの）

臨時会の資料や主な質疑、議決結果など
は市議会ホームページに掲載していま
す。

点字版と録音版の「議会だより」の発行
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※７　ターミナルケア…病気で余命がわずかになった方が少しでも穏やかに過ごせるよう行われる医療・看護的、介護的ケア

問
　市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
と
い
う
全

く
利
用
目
的
の
異
な
る
施
設
を
一
緒
に
し
て
、
廃
止
・
利

活
用
の
素
案
を
提
案
し
て
き
た
時
点
で
、
乱
暴
で
あ
り
お

か
し
い
。
今
後
も
、
各
施
設
を
一
緒
に
し
て
検
討
を
進
め

る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
市
民
か
ら
の
意
見
に
添
っ
て
一
つ

一
つ
の
施
設
に
分
け
て
検
討
す
る
の
か
。

市
長
　
各
施
設
に
つ
い
て
、
市
民
か
ら
意
見
を
伺
う
な

ど
、
丁
寧
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問

　市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ア
ト
リ
エ
は
、
代
替
可
能
な

他
の
場
所
は
な
い
。
市
は
こ
の
事
実
を
認
め
ず
「
類
似

機
能
を
有
す
る
施
設
が
存
在
す
る
」
と
主
張
す
る
の
か
。

文
化
生
涯
学
習
部
長
　
利
用
者
か
ら
の
類
似
機
能
を
有

す
る
施
設
で
は
対
応
が
難
し
い
と
の
意
見
を
踏
ま
え
、

今
後
の
対
応
を
検
討
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問

　現
在
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
寄
せ
ら
れ
た

結
果
の
発
表
を
延
期
し
て
い
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
市

民
文
化
会
館
会
議
室
を
ア
ト
リ
エ
と
す
る
た
め
の
改
修

案
が
非
公
開
で
出
て
い
る
。
な
ぜ
情
報
を
オ
ー
プ
ン
に

し
な
い
の
か
。
利
用
者
と
の
情
報
共
有
が
な
い
や
り
方

で
あ
り
、
手
順
と
し
て
お
か
し
い
。
本
改
修
案
は
ど
こ

で
市
民
と
情
報
共
有
す
る
の
か
。

文
化
生
涯
学
習
部
長
　
市
民
と
情
報

共
有
を
図
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

隠
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
積
極

的
に
公
表
す
る
段
階
で
は
な
く
、
ま

だ
公
表
し
て
い
な
い
。

問

　本
市
の
タ※

7

ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
関
連
施
策
の
現
状
と
コ

ロ
ナ
禍
を
背
景
と
し
た
諸
課
題
を
問
う
。

福
祉
部
長
　
在
宅
医
療
と
医
療
・
介
護
が
連
携
す
る
在
宅
医

療
介
護
連
携
推
進
事
業
に
よ
り
、
在
宅
で
質
の
高
い
医
療
や
介

護
を
受
け
な
が
ら
生
活
で
き
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
と
人
材

育
成
等
を
図
る
ほ
か
、
在
宅
ケ
ア
相
談
窓
口
の
設
置
や
医
療
・

介
護
等
の
専
門
職
を
対
象
と
し
た
多
職
種
連
携
研
修
会
な
ど
を

通
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
共
有
や
連
携
を
推
進
し
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で
、
自
宅
で
最
期
ま
で
暮
ら
す
方
が
増
え
て
お
り
、
本

人
や
家
族
の
希
望
に
沿
う
自
宅
な
ら
で
は
の
ケ
ア
を
提
供
で
き

る
よ
う
在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
に
努
め
て
い
く
。

問

　タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
係
る
市
立
病
院
の
役
割
と
具

体
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
問
う
。

副
院
長
　
市
立
病
院
は
、
主
に
地
域
の
急
性
期
医
療
を

担
っ
て
い
る
が
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
つ
い
て
も
、
患
者
の

心
身
の
苦
痛
を
和
ら
げ
る
た
め
、
多
職
種
が
緊
密
に
連
携
し

た
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
が
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
他
、
緩
和

ケ
ア
病
棟
を
有
す
る
医
療
機
関
等
へ
の
転
院
調
整
や
、
が
ん

に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
の
相
談
を
受
け
る
が

ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
が
ん
患
者
や
家
族
、
地
域

住
民
か
ら
の
相
談
に
が
ん
専
門

相
談
員
が
対
応
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

市
北
部
地
域
で
増
加
す
る
資
材

置
場
等
用
地
に
つ
い
て

問

　小
・
中
学
生
の
通
学
路
及
び
生
活
道
路
の
危
険
箇

所
等
に
関
す
る
交
通
安
全
対
策
の
調
査
・
検
討
を
行
う

交
通
安
全
連
絡
調
整
会
議
の
運
営
方
法
及
び
組
織
の
考

え
方
に
つ
い
て
問
う
。

市
民
安
全
部
長
　
交
通
安
全
連
絡
調
整
会
議
は
、
令
和

４
年
度
内
の
開
催
を
調
整
し
て
お
り
、
交
通
事
故
や
通

学
路
の
現
状
を
把
握
し
、
関
係
者
間
で
認
識
の
共
有
を

図
る
と
と
も
に
、
令
和
５
年
度
以
降
の
通
学
路
の
改
善

要
望
も
含
め
、
交
通
安
全
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

に
つ
い
て
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

問

　通
学
路
に
お
け
る
関
係
各
所
と
の
合
同
点
検
の
他

に
も
、
学
校
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
危
険
ポ
イ
ン
ト
を
含

め
た
通
学
路
危
険
ポ
イ
ン
ト
マ
ッ
プ
を
管
理
す
る
必
要

性
が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

教
育
総
務
部
長
　
子
ど
も
の
通
学
の
安
全
を
図
る
上
で

通
学
路
の
危
険
箇
所
の
共
有
は
必
要
で
あ
る
。
合
同
点

検
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
以
外
の
危
険
な
箇
所
も
わ
か
り

や
す
い
形
で
公
表
し
て
い
る
先
進
自
治
体
の
事
例
等
を

参
考
に
、
学
校
及
び
保
護
者
、
地
域
の
方
に
も
共
有
し

や
す
い
よ
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

等
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

茅
ヶ
崎
の
価
値
・
魅
力
を
高

め
る
都
市
づ
く
り
に
つ
い
て

市民との情報共有は基本

杉 本 啓 子

藤 本 恵 祐

阿 部 英 光

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、市
民
窓
口

セ
ン
タ
ー
の
廃
止
と
利
活
用

に
つ
い
て

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
つ
い
て

安
心
し
て
登
下
校
す
る
た
め

に
必
要
な
通
学
路
の
安
全

施
策
に
つ
い
て

茅ヶ崎市立病院

地域に支えられている通学路
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全員協議会の開催状況

月 日（曜日） 内　　　容
10 24（月）【報告事項】１．茅ヶ崎市議会基本条例の一部改正（素案）について

11 17（木）

【協議事項】
１．湘南東ブロックし尿処理広域化方針（素案）について
２．茅ヶ崎市緑のまちづくり基金条例の一部改正の考
え方（素案）及び同基金の活用方針（素案）について
【報告事項】
３．養護老人ホーム湘風園の再整備に係る費用負担割
合について

12

19（月）

【協議事項】
１．「茅ヶ崎の魅力ある資源を活かしたまちづくり～
市民が誇れるみどりと景観の形成へ～」に関する政策
提言（素案）について
２．「子どもたちが主体的に生きるための総合的な取
り組みについて」に関する政策提言（素案）について
３．「誰もが安心して自分らしく暮らすために～持続
可能な地域福祉に向けて～」に関する政策提言（素案）
について

20（火）
【協議事項】
１．副市長の選任について
２．教育委員会委員の任命について

22（木）
【報告事項】
１．小児医療費助成事業における所得制限及び一部負
担金の撤廃について
２．令和４年度病院事業会計上半期執行状況について

議会の動向
10 月 14日 神奈川県議会議員 1名が視察来庁
10月 21日 第 209回神奈川県市議会議長会定例会及び

令和４年度神奈川県市議会議長会正副議長研修会
（議長、副議長出席）

23日 藤村優佳理議員が茅ヶ崎市長選挙に立候補の届け出をした
ことにより公職選挙法第 90条の規定に従い自動失職

27日 静岡県下田市議会議員一行６名が視察来庁
28日 愛知県田原市議会議員一行７名が視察来庁

第 35回厚木基地騒音対策協議会（議長出席）
11月 2日 愛知県江南市議会議員一行７名が視察来庁

7日 第 23回茅ヶ崎市議会新型コロナウイルス対策会議
8日 大阪府泉大津市議会議員一行７名が視察来庁

ME-BYOサミット神奈川 2022（議長、副議長出席）
10日 愛知県一宮市議会議員一行 11名が視察来庁
16日 北海道旭川市議会議員一行 3名が視察来庁

12月 2日 神奈川県鎌倉市議会議員１名が視察来庁

※議長の動向については、ホームページに掲載しています。
（「茅ヶ崎市　議長の動向」で検索できます。）

問
　
令
和
４
年
４
月
に
導
入
し
た
ご
み
有
料
化
に
よ
る
効

果
を
問
う
。

環
境
部
長
　
令
和
４
年
度
と
令
和
３
年
度
上
半
期
の
比

較
で
、
ご
み
の
排
出
量
は
12
％
減
少
し
、
資
源
物
の
排

出
量
が
６
％
増
加
し
た
。
導
入
時
の
狙
い
ど
お
り
に
進

ん
で
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。

問
　
ご
み
有
料
化
に
伴
う
不
適
正
排
出
及
び
不
法
投
棄

に
対
す
る
取
り
組
み
を
問
う
。

環
境
部
長
　
分
別
や
指
定
袋
の
使
用
方
法
の
誤
り
と

い
っ
た
不
適
正
排
出
に
つ
い
て
は
、
冊
子
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

を
活
用
し
て
正
し
い
ご
み
の
出
し
方
の
周
知
に
努
め
、

自
治
会
と
の
連
携
に
よ
る
課
題
解
決
の
取
り
組
み
を
継

続
す
る
。
不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
、
市
職
員
に
よ
る
パ

ト
ロ
ー
ル
、
学
校
や
地
域
、
警
察
等
の
関
係
機
関
と
の

連
携
を
継
続
し
、
未
然
防
止
や
早
期
発
見
に
努
め
る
。

問
　
令
和
３
年
度
の
指
定
ご
み
袋
関
連
の
収
支
を
問
う
。

環
境
部
長
　
販
売
に
伴
う
歳
入
と
販
売
手
数
料
等
の
歳

出
と
の
差
額
で
、
約
５
６
５
７
万
円
の
プ
ラ
ス
で
あ
る
。

問
　
適
正
排
出
の
推
進
の
取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
ご
み

減
量
化
の
た
め
の
戸
別
収
集
の
実
施
に
つ
い
て
問
う
。

環
境
部
長
　
出
前
講
座
や
チ
ラ
シ
等

あ
ら
ゆ
る
機
会
と
媒
体
を
活
用
し
、

適
正
排
出
の
啓
発
を
進
め
る
。
戸
別

収
集
に
つ
い
て
は
、
市
の
財
政
状
況

や
ご
み
減
量
化
の
進
捗
、
市
民
の
意

見
を
踏
ま
え
総
合
的
に
判
断
す
る
。

小 川 裕 暉

ご
み
有
料
化
導
入
の

検
証
に
つ
い
て

適正排出のための戸別収集を

茅ヶ崎市議会では、市民の皆さんに議会に対
する理解と関心を持っていただき、より身近
な議会を目指すため、インターネットのサー
ビスである「facebook（フェイスブック）」を
活用し、情報発信を行っています。

「茅ヶ崎市議会」で

令和４年第１回臨時会が
開催されました

　目の不自由な方にも、議会の活動を知っていただくため、点
字版と録音版（茅ヶ崎録音奉仕会の協力で作成）の「議会だより」
を発行しています。利用を希望される方は、議会事務局までお
問い合わせください。

「ちがさき市議会だより」は、紙面の都合で発言の一部を
掲載しています。詳しくは会議録をご覧ください。
●令和 4年第４回定例会の本会議・委員会の状況については、市
ホームページで録画映像をご覧いただけます。

●令和 4年第４回定例会の会議録は、2月下旬から市ホームページ、
市立図書館、市役所の市政情報コーナーなどでご覧いただけます。

　令和４年 10 月 18 日に令和４年第１回臨時会が開催さ
れ、議案（補正予算）１件、報告２件を審議し、全会一致
で可決しました。

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第９号）
【主な事業費】新型コロナウイルス感染症対策事業費（物価高騰
の影響を受けた市内事業所等に対する支援のため、負担金補助及
び交付金等を増額するもの）

臨時会の資料や主な質疑、議決結果など
は市議会ホームページに掲載していま
す。

点字版と録音版の「議会だより」の発行
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※７　ターミナルケア…病気で余命がわずかになった方が少しでも穏やかに過ごせるよう行われる医療・看護的、介護的ケア

問
　市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
と
い
う
全

く
利
用
目
的
の
異
な
る
施
設
を
一
緒
に
し
て
、
廃
止
・
利

活
用
の
素
案
を
提
案
し
て
き
た
時
点
で
、
乱
暴
で
あ
り
お

か
し
い
。
今
後
も
、
各
施
設
を
一
緒
に
し
て
検
討
を
進
め

る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
市
民
か
ら
の
意
見
に
添
っ
て
一
つ

一
つ
の
施
設
に
分
け
て
検
討
す
る
の
か
。

市
長
　
各
施
設
に
つ
い
て
、
市
民
か
ら
意
見
を
伺
う
な

ど
、
丁
寧
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問

　市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ア
ト
リ
エ
は
、
代
替
可
能
な

他
の
場
所
は
な
い
。
市
は
こ
の
事
実
を
認
め
ず
「
類
似

機
能
を
有
す
る
施
設
が
存
在
す
る
」
と
主
張
す
る
の
か
。

文
化
生
涯
学
習
部
長
　
利
用
者
か
ら
の
類
似
機
能
を
有

す
る
施
設
で
は
対
応
が
難
し
い
と
の
意
見
を
踏
ま
え
、

今
後
の
対
応
を
検
討
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問

　現
在
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
寄
せ
ら
れ
た

結
果
の
発
表
を
延
期
し
て
い
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
市

民
文
化
会
館
会
議
室
を
ア
ト
リ
エ
と
す
る
た
め
の
改
修

案
が
非
公
開
で
出
て
い
る
。
な
ぜ
情
報
を
オ
ー
プ
ン
に

し
な
い
の
か
。
利
用
者
と
の
情
報
共
有
が
な
い
や
り
方

で
あ
り
、
手
順
と
し
て
お
か
し
い
。
本
改
修
案
は
ど
こ

で
市
民
と
情
報
共
有
す
る
の
か
。

文
化
生
涯
学
習
部
長
　
市
民
と
情
報

共
有
を
図
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

隠
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
積
極

的
に
公
表
す
る
段
階
で
は
な
く
、
ま

だ
公
表
し
て
い
な
い
。

問

　本
市
の
タ※

7

ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
関
連
施
策
の
現
状
と
コ

ロ
ナ
禍
を
背
景
と
し
た
諸
課
題
を
問
う
。

福
祉
部
長
　
在
宅
医
療
と
医
療
・
介
護
が
連
携
す
る
在
宅
医

療
介
護
連
携
推
進
事
業
に
よ
り
、
在
宅
で
質
の
高
い
医
療
や
介

護
を
受
け
な
が
ら
生
活
で
き
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
と
人
材

育
成
等
を
図
る
ほ
か
、
在
宅
ケ
ア
相
談
窓
口
の
設
置
や
医
療
・

介
護
等
の
専
門
職
を
対
象
と
し
た
多
職
種
連
携
研
修
会
な
ど
を

通
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
共
有
や
連
携
を
推
進
し
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で
、
自
宅
で
最
期
ま
で
暮
ら
す
方
が
増
え
て
お
り
、
本

人
や
家
族
の
希
望
に
沿
う
自
宅
な
ら
で
は
の
ケ
ア
を
提
供
で
き

る
よ
う
在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
に
努
め
て
い
く
。

問

　タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
係
る
市
立
病
院
の
役
割
と
具

体
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
問
う
。

副
院
長
　
市
立
病
院
は
、
主
に
地
域
の
急
性
期
医
療
を

担
っ
て
い
る
が
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
つ
い
て
も
、
患
者
の

心
身
の
苦
痛
を
和
ら
げ
る
た
め
、
多
職
種
が
緊
密
に
連
携
し

た
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
が
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
他
、
緩
和

ケ
ア
病
棟
を
有
す
る
医
療
機
関
等
へ
の
転
院
調
整
や
、
が
ん

に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
の
相
談
を
受
け
る
が

ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
が
ん
患
者
や
家
族
、
地
域

住
民
か
ら
の
相
談
に
が
ん
専
門

相
談
員
が
対
応
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

市
北
部
地
域
で
増
加
す
る
資
材

置
場
等
用
地
に
つ
い
て

問

　小
・
中
学
生
の
通
学
路
及
び
生
活
道
路
の
危
険
箇

所
等
に
関
す
る
交
通
安
全
対
策
の
調
査
・
検
討
を
行
う

交
通
安
全
連
絡
調
整
会
議
の
運
営
方
法
及
び
組
織
の
考

え
方
に
つ
い
て
問
う
。

市
民
安
全
部
長
　
交
通
安
全
連
絡
調
整
会
議
は
、
令
和

４
年
度
内
の
開
催
を
調
整
し
て
お
り
、
交
通
事
故
や
通

学
路
の
現
状
を
把
握
し
、
関
係
者
間
で
認
識
の
共
有
を

図
る
と
と
も
に
、
令
和
５
年
度
以
降
の
通
学
路
の
改
善

要
望
も
含
め
、
交
通
安
全
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

に
つ
い
て
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

問

　通
学
路
に
お
け
る
関
係
各
所
と
の
合
同
点
検
の
他

に
も
、
学
校
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
危
険
ポ
イ
ン
ト
を
含

め
た
通
学
路
危
険
ポ
イ
ン
ト
マ
ッ
プ
を
管
理
す
る
必
要

性
が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

教
育
総
務
部
長
　
子
ど
も
の
通
学
の
安
全
を
図
る
上
で

通
学
路
の
危
険
箇
所
の
共
有
は
必
要
で
あ
る
。
合
同
点

検
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
以
外
の
危
険
な
箇
所
も
わ
か
り

や
す
い
形
で
公
表
し
て
い
る
先
進
自
治
体
の
事
例
等
を

参
考
に
、
学
校
及
び
保
護
者
、
地
域
の
方
に
も
共
有
し

や
す
い
よ
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

等
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

茅
ヶ
崎
の
価
値
・
魅
力
を
高

め
る
都
市
づ
く
り
に
つ
い
て

市民との情報共有は基本

杉 本 啓 子

藤 本 恵 祐

阿 部 英 光

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、市
民
窓
口

セ
ン
タ
ー
の
廃
止
と
利
活
用

に
つ
い
て

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
つ
い
て

安
心
し
て
登
下
校
す
る
た
め

に
必
要
な
通
学
路
の
安
全

施
策
に
つ
い
て

茅ヶ崎市立病院

地域に支えられている通学路
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常
任
委
員
会
の
報
告

　
観
光
総
務
管
理
経
費（
２
７
０
万
６

０
０
０
円
増
。サ
ザ
ン
ビ
ー
チ
ち
が
さ

き
海
水
浴
場
に
お
い
て
、誰
も
が
自
由

に
安
全
に
楽
し
め
る
海
水
浴
場
を
目

指
す
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ビ
ー
チ
を
実
施

す
る
た
め
、車
い
す
等
で
も
砂
浜
で
の

移
動
が
可
能
と
な
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー

マ
ッ
ト
を
購
入
す
る
こ
と
に
伴
い
、備

品
購
入
費
を
増
額
す
る
も
の
）

問
　
購
入
す
る
マ
ッ
ト
の
内
訳
を
問
う
。

答
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
ト
は
さ
ま
ざ
ま

な
サ
イ
ズ
が
あ
る
が
、25
メ
ー
ト
ル
を
２

枚
、15
メ
ー
ト
ル
を
１
枚
、10
メ
ー
ト
ル
１

枚
を
購
入
予
定
で
あ
る
。

問
　
運
用
開
始
時
期
を
問
う
。

答
　
令
和
５
年
７
月
の
海
開
き
か
ら
運

用
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
　
本
市
の
海
は
１
年
を
通
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
が
で
き
る
素
晴
ら

し
い
ビ
ー
チ
で
あ
る
た
め
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
マ
ッ
ト
も
通
年
利
用
が
基
本
と
考

え
る
が
見
解
を
問
う
。

答
　
通
年
で
利
用
す
る
と
そ
れ
だ
け
劣

化
な
ど
の
痛
み
が
早
く
な
る
。ま
た
、台

風
の
時
に
は
、一
旦
撤
収
す
る
必
要
が

あ
る
な
ど
運
用
面
の
課
題
も
あ
る
た
め
、

今
後
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
く
。

　
茅
ヶ
崎
市
営
浜
須
賀
水
泳
プ
ー
ル
及

び
茅
ヶ
崎
市
営
殿
山
公
園
プ
ー
ル
の
指

定
管
理
者
を
ハ
ヤ
シ
グ
ル
ー
プ
と
し
、

指
定
の
期
間
を
令
和
５
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間

と
す
る
も
の
で
す
。

問
　
指
定
管
理
者
の
選
定
に
当
た
り
、

指
定
管
理
者
選
定
等
委
員
会
に
お
け
る

危
機
管
理
の
評
価
点
が
低
い
が
、
理
由

を
問
う
。

答
　
浜
須
賀

水
泳
プ
ー
ル

は
海
岸
に
近

接
し
て
い
る

が
、
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
に

津
波
に
対
す

る
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
避
難
訓
練
等
の
記
載
が

な
か
っ
た
た
め
、
評
価
点
が
低
か
っ
た
と

認
識
し
て
い
る
。
津
波
に
関
す
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
の
整
備
は
事
業
者
よ
り
至
急
行

う
と
の
回
答
を
受
け
て
お
り
、
市
と
し

て
も
連
携
し
て
整
備
し
て
い
き
た
い
。

問
　
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
プ
ー
ル
の
利

活
用
策
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
こ
れ
ま
で
は
ヨ
ガ
や
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
イ
ベ
ン
ト
、
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る

が
、
今
後
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
プ
ー

ル
の
水
面
を
活
用
し
た
提
案
を
事
業
者

か
ら
受
け
て
い
る
。

問
　
利
用
者
の
声
を
反
映
す
る
こ
と

は
重
要
で
あ
る
。
利
用
者
と
の
意
見
交

換
や
協
議
を
行
う
計
画
は
あ
る
か
。

答
　
利
用
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
い
る
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
の
見

直
し
や
分
析
方
法
な
ど
を
検
討
し
、
利

用
者
の
意
見
を
反
映
す
る
よ
う
な
形
に

改
善
し
て
い
く
。

　
本
委
員
会
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら 

｢

茅
ヶ
崎
の
魅
力
あ
る
資
源
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
～
市
民
が
誇
れ
る
み
ど
り
と

景
観
の
形
成
へ
～｣

を
テ
ー
マ
に
調
査
研

究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
市
内
の
南
部
、

北
部
へ
の
視
察
、
関
係
課
と
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
な
ど
を
経
て
、
政
策
提
言
書
素
案
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。
全
員
協
議
会
で
全
議

員
の
確
認
を
取
っ
た
後
に
、
本
市
議
会
の

政
策
提
言
書
と
し
て
令
和
４
年
12
月
22
日

に
市
長
に
提

出
し
ま
し
た
。

政
策
提
言
書

は
、
16
ペ
ー
ジ

の
２
次
元

バ
ー
コ
ー
ド
か

ら
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

 

主
な
事
業
費

 

主
な
質
疑

浜須賀水泳プール
及び殿山公園水泳
プールの指定管理者
が決定
議案第101号　指定管理者
の指定について

委員会では
賛成５　反対１

 

議
案
の
概
要

 

主
な
質
疑

委
員
会
の
活
動

市
議
会
か
ら
市
長
に
政
策
提
言
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

殿山公園プールを委員会で視察

市長への手交式の様子

都
市
経
済
常
任
委
員
会

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
で
は
、議
案
12
件
を

審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
と
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
小
川
　
裕
暉

副
委
員
長

　
木
山
　
耕
治

杉
本
　
啓
子

藤
本
　
恵
祐

山
田
　
悦
子

山
﨑
　
広
子

岩
田
は
る
み

車いす等でも砂浜で
の移動が可能となる
バリアフリーマットを
購入
議案第80号　令和４年度
茅ヶ崎市一般会計補正予算
（第11号）所管部分

委員会では
全会一致

（11）

常
任
委
員
会
の
報
告

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業
費（
７
４
６
３
万
７
０
０
０
円

増
。新
型
感
染
症
強
靭
化
対
策
と
し
て
、

市
議
会
に
お
け
る
会
議
を
含
め
た

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
徹
底
及
び
ウ
ェ
ブ

会
議
等
を
一
層
推
進
す
る
た
め
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
す
る
こ
と
に
伴
い
、

備
品
購
入
費
等
を
増
額
す
る
も
の
）

問
　
国
の
臨
時
交
付
金
の
使
途
と
し

て
、
今
回
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

が
合
致
す
る
の
か
問
う
。

答
　
交
付
金
の
活
用
が
可
能
な
事
業

と
し
て
「
行
政
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進
」
が
あ
り
、
合
致
す
る
と
認

識
し
て
い
る
。

問
　
執
行
部
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
何
台
導
入
す
る
の
か
。

答
　
執
行
部
に
は
１
９
３
台
の
端
末

を
導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。
全
て
の

部
局
長
と
課
か
い
長
に
配
備
し
、
残

り
の
台
数
は
必
要
性
に
応
じ
て
各
課

か
い
へ
の
貸
し
出
し
を
行
う
。

　
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
を
図
り
、

複
雑
化
す
る
行
政
課
題
に
適
切
に
対

応
で
き
る
組
織
体
制
を
確
立
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

問
　
財
政
と
人
事
が
集
約
さ
れ
、
経

営
総
務
部
に
権
限
が
集
中
す
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
が
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
は
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
の
か
。

答
　
企
画
部
は
こ
れ
ま
で
同
様
、
経

営
方
針
及
び
必
要
な
職
員
定
数
を
決

定
す
る
。
人
事
及
び
財
務
の
決
定
を

経
営
総
務
部
と
す
る
こ
と
で
、
効
率

的
な
事
務
執
行
の
機
能
分
担
を
図
る
。

問
　
判
断
ス
ピ
ー
ド
や
事
務
決
定
の

加
速
と
い
う
点
で
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
認
識
を
問
う
。

答
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
務
や
給
付
金
給
付
事
務
な
ど
に
代

表
さ
れ
る
、
要
求
性
の
高
い
事
務
事

業
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
の
ト
ッ

プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
及
び
人
事

や
財
政
が
密
接
に
連
携
で
き
る
組
織

体
制
強
化
が
可
能
と
考
え
て
い
る
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
等
交
付
事
務
管

理
経
費（
３
４
５
２
万
５
０
０
０
円
増
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
さ
ら
な
る
普

及
を
図
る
た
め
、商
業
施
設
等
に
お
い

て
同
カ
ー
ド
の
申
請
支
援
を
行
う
ほ
か
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
こ
と
に

伴
い
、委
託
料
等
を
増
額
す
る
も
の
）

問
　
商
業
施
設
で
の
申
請
支
援
に
つ

い
て
開
設
数
を
問
う
。

答
　
令
和
５
年
２
月
と
３
月
の
土

日
・
祝
日
に
、
各
日
１
か
所
ず
つ
、
計

18
回
の
開
設
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
商
業
施
設
に
お
け
る
申
請
支
援

と
、
現
在
市
役
所
の
１
階
で
行
っ
て
い

る
業
務
内
容
と
の
違
い
を
問
う
。

答
　
前
提
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
手
続
き
は
市
役
所
で
は

な
く
、
個
人
が
郵
送
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
で
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
市

役
所
で
は
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
が
、
申
請
そ
の

も
の
の
支
援
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
手
続
き
自
体
に
支
援
が
必
要
な
場
合

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
カ
ー
ド

申
請
・
取
得

の
促
進
策
と

し
て
、
今
回

新
た
に
商
業

施
設
で
の
申

請
支
援
を
実

施
す
る
こ
と

と
し
た
。

 

主
な
事
業
費

 

主
な
質
疑

大幅な組織改正で意
思決定の迅速化と組
織の柔軟性を
議案第92号　茅ヶ崎市事務
分掌条例等の一部を改正す
る条例

委員会では
全会一致

 

議
案
の
概
要

 

主
な
質
疑

市内商業施設でマイ
ナンバーカードの申
請支援を実施
議案第１０５号　令和４年度
茅ヶ崎市一般会計補正予算
（第12号）所管部分

委員会では
賛成４反対１

 
主
な
事
業
費

 

主
な
質
疑

マイナンバーカードの普及促進

感染症対策として
議会及び庁内事務
にタブレット端末を
導入
議案第79号　令和４年度
茅ヶ崎市一般会計補正予算
（第10号）所管部分

委員会では
賛成４反対１

総
務
常
任
委
員
会

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
で
は
、議
案
14
件
と

陳
情
２
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
岸
　
　
正
明

副
委
員
長

　
阿
部
　
英
光

金
田
　
俊
信

水
島
　
誠
司

青
木
　
　
浩

柾
木
　
太
郎

（10）



常
任
委
員
会
の
報
告

　
観
光
総
務
管
理
経
費（
２
７
０
万
６

０
０
０
円
増
。サ
ザ
ン
ビ
ー
チ
ち
が
さ

き
海
水
浴
場
に
お
い
て
、誰
も
が
自
由

に
安
全
に
楽
し
め
る
海
水
浴
場
を
目

指
す
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ビ
ー
チ
を
実
施

す
る
た
め
、車
い
す
等
で
も
砂
浜
で
の

移
動
が
可
能
と
な
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー

マ
ッ
ト
を
購
入
す
る
こ
と
に
伴
い
、備

品
購
入
費
を
増
額
す
る
も
の
）

問
　
購
入
す
る
マ
ッ
ト
の
内
訳
を
問
う
。

答
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
ト
は
さ
ま
ざ
ま

な
サ
イ
ズ
が
あ
る
が
、25
メ
ー
ト
ル
を
２

枚
、15
メ
ー
ト
ル
を
１
枚
、10
メ
ー
ト
ル
１

枚
を
購
入
予
定
で
あ
る
。

問
　
運
用
開
始
時
期
を
問
う
。

答
　
令
和
５
年
７
月
の
海
開
き
か
ら
運

用
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
　
本
市
の
海
は
１
年
を
通
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
が
で
き
る
素
晴
ら

し
い
ビ
ー
チ
で
あ
る
た
め
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
マ
ッ
ト
も
通
年
利
用
が
基
本
と
考

え
る
が
見
解
を
問
う
。

答
　
通
年
で
利
用
す
る
と
そ
れ
だ
け
劣

化
な
ど
の
痛
み
が
早
く
な
る
。ま
た
、台

風
の
時
に
は
、一
旦
撤
収
す
る
必
要
が

あ
る
な
ど
運
用
面
の
課
題
も
あ
る
た
め
、

今
後
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
く
。

　
茅
ヶ
崎
市
営
浜
須
賀
水
泳
プ
ー
ル
及

び
茅
ヶ
崎
市
営
殿
山
公
園
プ
ー
ル
の
指

定
管
理
者
を
ハ
ヤ
シ
グ
ル
ー
プ
と
し
、

指
定
の
期
間
を
令
和
５
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間

と
す
る
も
の
で
す
。

問
　
指
定
管
理
者
の
選
定
に
当
た
り
、

指
定
管
理
者
選
定
等
委
員
会
に
お
け
る

危
機
管
理
の
評
価
点
が
低
い
が
、
理
由

を
問
う
。

答
　
浜
須
賀

水
泳
プ
ー
ル

は
海
岸
に
近

接
し
て
い
る

が
、
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
に

津
波
に
対
す

る
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
避
難
訓
練
等
の
記
載
が

な
か
っ
た
た
め
、
評
価
点
が
低
か
っ
た
と

認
識
し
て
い
る
。
津
波
に
関
す
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
の
整
備
は
事
業
者
よ
り
至
急
行

う
と
の
回
答
を
受
け
て
お
り
、
市
と
し

て
も
連
携
し
て
整
備
し
て
い
き
た
い
。

問
　
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
プ
ー
ル
の
利

活
用
策
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
こ
れ
ま
で
は
ヨ
ガ
や
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
イ
ベ
ン
ト
、
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る

が
、
今
後
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
プ
ー

ル
の
水
面
を
活
用
し
た
提
案
を
事
業
者

か
ら
受
け
て
い
る
。

問
　
利
用
者
の
声
を
反
映
す
る
こ
と

は
重
要
で
あ
る
。
利
用
者
と
の
意
見
交

換
や
協
議
を
行
う
計
画
は
あ
る
か
。

答
　
利
用
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
い
る
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
の
見

直
し
や
分
析
方
法
な
ど
を
検
討
し
、
利

用
者
の
意
見
を
反
映
す
る
よ
う
な
形
に

改
善
し
て
い
く
。

　
本
委
員
会
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら 

｢

茅
ヶ
崎
の
魅
力
あ
る
資
源
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
～
市
民
が
誇
れ
る
み
ど
り
と

景
観
の
形
成
へ
～｣

を
テ
ー
マ
に
調
査
研

究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
市
内
の
南
部
、

北
部
へ
の
視
察
、
関
係
課
と
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
な
ど
を
経
て
、
政
策
提
言
書
素
案
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。
全
員
協
議
会
で
全
議

員
の
確
認
を
取
っ
た
後
に
、
本
市
議
会
の

政
策
提
言
書
と
し
て
令
和
４
年
12
月
22
日

に
市
長
に
提

出
し
ま
し
た
。

政
策
提
言
書

は
、
16
ペ
ー
ジ

の
２
次
元

バ
ー
コ
ー
ド
か

ら
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

 

主
な
事
業
費

 

主
な
質
疑

浜須賀水泳プール
及び殿山公園水泳
プールの指定管理者
が決定
議案第101号　指定管理者
の指定について

委員会では
賛成５　反対１

 

議
案
の
概
要

 

主
な
質
疑

委
員
会
の
活
動

市
議
会
か
ら
市
長
に
政
策
提
言
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

殿山公園プールを委員会で視察

市長への手交式の様子

都
市
経
済
常
任
委
員
会

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
で
は
、議
案
12
件
を

審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
と
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
小
川
　
裕
暉

副
委
員
長

　
木
山
　
耕
治

杉
本
　
啓
子

藤
本
　
恵
祐

山
田
　
悦
子

山
﨑
　
広
子

岩
田
は
る
み

車いす等でも砂浜で
の移動が可能となる
バリアフリーマットを
購入
議案第80号　令和４年度
茅ヶ崎市一般会計補正予算
（第11号）所管部分

委員会では
全会一致

（11）

常
任
委
員
会
の
報
告

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業
費（
７
４
６
３
万
７
０
０
０
円

増
。新
型
感
染
症
強
靭
化
対
策
と
し
て
、

市
議
会
に
お
け
る
会
議
を
含
め
た

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
徹
底
及
び
ウ
ェ
ブ

会
議
等
を
一
層
推
進
す
る
た
め
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
す
る
こ
と
に
伴
い
、

備
品
購
入
費
等
を
増
額
す
る
も
の
）

問
　
国
の
臨
時
交
付
金
の
使
途
と
し

て
、
今
回
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

が
合
致
す
る
の
か
問
う
。

答
　
交
付
金
の
活
用
が
可
能
な
事
業

と
し
て
「
行
政
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進
」
が
あ
り
、
合
致
す
る
と
認

識
し
て
い
る
。

問
　
執
行
部
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
何
台
導
入
す
る
の
か
。

答
　
執
行
部
に
は
１
９
３
台
の
端
末

を
導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。
全
て
の

部
局
長
と
課
か
い
長
に
配
備
し
、
残

り
の
台
数
は
必
要
性
に
応
じ
て
各
課

か
い
へ
の
貸
し
出
し
を
行
う
。

　
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
を
図
り
、

複
雑
化
す
る
行
政
課
題
に
適
切
に
対

応
で
き
る
組
織
体
制
を
確
立
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

問
　
財
政
と
人
事
が
集
約
さ
れ
、
経

営
総
務
部
に
権
限
が
集
中
す
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
が
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
は
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
の
か
。

答
　
企
画
部
は
こ
れ
ま
で
同
様
、
経

営
方
針
及
び
必
要
な
職
員
定
数
を
決

定
す
る
。
人
事
及
び
財
務
の
決
定
を

経
営
総
務
部
と
す
る
こ
と
で
、
効
率

的
な
事
務
執
行
の
機
能
分
担
を
図
る
。

問
　
判
断
ス
ピ
ー
ド
や
事
務
決
定
の

加
速
と
い
う
点
で
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
認
識
を
問
う
。

答
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
務
や
給
付
金
給
付
事
務
な
ど
に
代

表
さ
れ
る
、
要
求
性
の
高
い
事
務
事

業
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
の
ト
ッ

プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
及
び
人
事

や
財
政
が
密
接
に
連
携
で
き
る
組
織

体
制
強
化
が
可
能
と
考
え
て
い
る
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
等
交
付
事
務
管

理
経
費（
３
４
５
２
万
５
０
０
０
円
増
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
さ
ら
な
る
普

及
を
図
る
た
め
、商
業
施
設
等
に
お
い

て
同
カ
ー
ド
の
申
請
支
援
を
行
う
ほ
か
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
こ
と
に

伴
い
、委
託
料
等
を
増
額
す
る
も
の
）

問
　
商
業
施
設
で
の
申
請
支
援
に
つ

い
て
開
設
数
を
問
う
。

答
　
令
和
５
年
２
月
と
３
月
の
土

日
・
祝
日
に
、
各
日
１
か
所
ず
つ
、
計

18
回
の
開
設
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
商
業
施
設
に
お
け
る
申
請
支
援

と
、
現
在
市
役
所
の
１
階
で
行
っ
て
い

る
業
務
内
容
と
の
違
い
を
問
う
。

答
　
前
提
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
手
続
き
は
市
役
所
で
は

な
く
、
個
人
が
郵
送
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
で
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
市

役
所
で
は
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
が
、
申
請
そ
の

も
の
の
支
援
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
手
続
き
自
体
に
支
援
が
必
要
な
場
合

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
カ
ー
ド

申
請
・
取
得

の
促
進
策
と

し
て
、
今
回

新
た
に
商
業

施
設
で
の
申

請
支
援
を
実

施
す
る
こ
と

と
し
た
。

 

主
な
事
業
費

 

主
な
質
疑

大幅な組織改正で意
思決定の迅速化と組
織の柔軟性を
議案第92号　茅ヶ崎市事務
分掌条例等の一部を改正す
る条例

委員会では
全会一致

 

議
案
の
概
要

 

主
な
質
疑

市内商業施設でマイ
ナンバーカードの申
請支援を実施
議案第１０５号　令和４年度
茅ヶ崎市一般会計補正予算
（第12号）所管部分

委員会では
賛成４反対１

 

主
な
事
業
費

 

主
な
質
疑

マイナンバーカードの普及促進

感染症対策として
議会及び庁内事務
にタブレット端末を
導入
議案第79号　令和４年度
茅ヶ崎市一般会計補正予算
（第10号）所管部分

委員会では
賛成４反対１

総
務
常
任
委
員
会

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
で
は
、議
案
14
件
と

陳
情
２
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
岸
　
　
正
明

副
委
員
長

　
阿
部
　
英
光

金
田
　
俊
信

水
島
　
誠
司

青
木
　
　
浩

柾
木
　
太
郎

（10）



常
任
委
員
会
の
報
告

　
資
本
的
支
出
補
正（
手
術
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
購
入
に
伴
い
、資
産
購
入
費
を

増
額
す
る
も
の
）

問
　
な
ぜ
こ
の
時
期
の
購
入
な
の
か
。

答
　
当
初
は
令
和
５
年
度
の
購
入
を

検
討
し
て
い
た
が
、
世
界
的
な
半
導

体
の
供
給
不
足
の
た
め
、
発
注
か
ら

納
品
ま
で
に
日
数
を
要
す
る
こ
と

や
、
価
格
の
高
騰
が
著
し
い
こ
と
を

受
け
、
早
期
の
購
入
が
必
要
と
判
断

し
た
。

問
　
購
入
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
問
う
。

答
　
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
で
の
手
術

に
よ
り
、
繊
細
で
的
確
な
手
術
が
可

能
と
な
る
。
ま
た
、
従
前
よ
り
合
併

症
が
少
な
く
、
手
術
成
績
の
向
上
を

見
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
い
と
し
の
ベ
ビ
ー
出
産・子
育
て
応

援
事
業
費（
１
億
９
８
９
３
万
２
０
０
０

円
増
。妊
娠
届
出
や
出
生
届
出
を
行
っ

た
妊
婦
等
に
対
し
、出
産
育
児
関
連
用

品
の
購
入
や
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
等
に
係
る
負
担
軽
減
の
た
め
、い

と
し
の
ベ
ビ
ー
出
産・子
育
て
応
援
金

を
支
給
す
る
こ
と
に
伴
い
、消
耗
品
費

等
を
増
額
す
る
も
の
）

問
　
事
業
開
始
の
時
期
を
問
う
。

答
　
本
事
業
は
伴
走
型
相
談
支
援
と

経
済
的
支
援
を
一
体
で
実
施
す
る
。

伴
走
型
相
談
支
援
に
お
け
る
妊
娠
届

出
時
や
出
生
届
出
後
の
面
談
に
つ
い

て
は
、
既
に
実
施
し
て
い
る
部
分
も

あ
る
が
、
支
所
や
出
張
所
で
妊
娠
届

け
を
さ
れ
た
方
へ
も
同
様
に
必
要
と

な
る
。
ま
た
、
妊
娠
８
か
月
の
方
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
が
新
た
な
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
追
加
と
な
る
。
今

後
、
関
係
部
署
と
協
議
検
討
を
進

め
、
令
和
５
年
２
月
中
に
は
実
施
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く
。
経

済
的
支
援
に
つ
い
て
は
、
支
援
に
伴

う
シ
ス
テ
ム
改
修
に
加
え
、
令
和
４

年
４
月
か
ら
12
月
に
出
産
し
た
方
へ

申
請
書
類
等
を
郵
送
す
る
な
ど
の
準

備
が
必
要
と
な
る
。
こ
ち
ら
も
、
可

能
な
限
り
速
や
か
に
支
給
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
登
録
情

報
の
通
知
を
市
が
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
る
犬
の
登
録
に
必

要
な
情
報
を
収
集
で
き
る
こ
と
か
ら
、

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
た
犬
の
登

録
に
係
る
事
務
手
数
料
を
徴
収
し
な
い

こ
と
と
す
る
等
の
た
め
の
も
の
で
す
。

問
　
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装
着
済
み
の

ペ
ッ
ト
を
購
入
し
た
際
、
登
録
費
用
が

不
要
と
認
識
し
て
い
る
が
詳
細
を
問
う
。

答
　
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
た

犬
は
、
従
来
の
鑑
札
の
交
付
を
受
け

る
必
要
が
な
く
、
市
窓
口
で
手
続
き

を
す
る
こ
と
な
く
電
子
上
で
飼
い
主

情
報
の
変
更
が
可
能
と
な
る
た
め
、

狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
く
犬
の
登
録

事
務
手
数
料
が
不
要
と
な
る
。

問
　
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装
着
済
み
の

犬
が
失
踪
し
た
際
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
　
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
番
号
を
読
み

取
る
こ
と
で
、
す
ぐ
に
飼
い
主
の
特
定

が
可
能
と
な
り
、
失
踪
犬
の
返
還
率
が

向
上
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

 

主
な
事
業
費

 

主
な
質
疑

妊婦等に、「いとしの
ベビー出産・子育て
応援金」として10万
円を支給
議案第105号　令和４年度
茅ヶ崎市一般会計補正予算
（第12号）所管部分

委員会では
全会一致

 

主
な
事
業
費

 

主
な
質
疑

マイクロチップを装
着した犬を登録する
際の手数料を無料化
議案第96号　茅ヶ崎市手数
料条例の一部を改正する条
例

委員会では
全会一致

 

議
案
の
概
要

 

主
な
質
疑

環
境
厚
生
常
任
委
員
会

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
で
は
、議
案
13
件
を

審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
岡
崎
　
　
進
　

副
委
員
長

　
菊
池
　
雅
介

豊
嶋
　
太
一

加
藤
　
大
嗣

広
瀬
　
忠
夫

小
島
　
勝
己

新
倉
　
真
二

市立病院に手術
支援ロボットを
導入
議案第106号　令和４年
度茅ヶ崎市病院事業会
計補正予算（第５号）

委員会では
全会一致

マイクロ 
チップを 
装着したペット

（13）

常
任
委
員
会
の
報
告

※８　閉会中継続審査…会期中に結論が出ず、なお内容を調査検討するため、閉会中に継続して審査を必要とするもの

文
化
教
育
常
任
委
員
会

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
で
は
、議
案
４
件
と

陳
情
１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
滝
口
　
友
美

副
委
員
長

　
水
本
　
定
弘
　

中
野
　
幸
雄

小
磯
　
妙
子

早
川
　
仁
美

長
谷
川
由
美

伊
藤
　
素
明

　
中
学
校
給
食
施
設
整
備
事
業
費（
３

６
６
１
万
円
増
。選
択
制
デ
リ
バ
リ
ー

方
式
に
よ
る
中
学
校
給
食
の
実
施
に
向

け
、調
理
施
設
か
ら
の
給
食
の
配
送
を

受
け
る
各
中
学
校
の
配
膳
室
整
備
に
伴

う
設
計
を
行
う
た
め
委
託
料
を
増
額
す

る
も
の
）

問
　
中
学
校
給
食
の
実
施
に
向
け
た

配
膳
室
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

答
　
令
和
６
年
度
及
び
７
年
度
に
配
膳

室
の
工
事
を
実
施
す
る
想
定
で
あ
る
。

問
　
選
択
制
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
の
詳

細
が
未
定
の
中
、
配
膳
室
の
設
計
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
　
学
校
ご
と
に
既
存
の
牛
乳
室
の
広

さ
や
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
で
使
用
す
る
収

納
棚
の
レ
イ
ア
ウ
ト
等
を
確
認
し
な
が

ら
、設
計
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
茅
ヶ
崎
市
民
文
化
会
館
の
指
定
管
理

者
を
公
益
財
団
法
人
茅
ヶ
崎
市
文
化・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
と
し
、指
定
の
期

間
を
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
６

年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
と
す
る
も

の
で
す
。

問
　
今
回
、
指
定
管
理
期
間
を
１
年

間
と
し
、
非
公
募
で
選
定
し
て
い
る
。

令
和
５
年
度
に
予
定
し
て
い
る
市
美
術

館
及
び
松し
ょ
う

籟ら
い
庵あ
ん
の
次
期
指
定
管
理
者
の

選
定
と
時
期
を
そ
ろ
え
る
た
め
と
し
て

い
る
が
、
指
定
管
理
の
時
期
を
そ
ろ
え

る
理
由
を
伺
う
。

答
　
事
業
者
が
、３
施
設
を
連
携
さ
せ

た
よ
り
効
果
的
な
事
業
計
画
を
提
案

す
る
こ
と
が
で
き
、経
費
の
節
減
等
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
る
。

問
　
若
年
層
の
利
用
率
や
認
知
度
が

低
い
が
、
若
年
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
事
業
計
画
が
事
業
者
か
ら
示
さ
れ
て

い
る
か
伺
う
。

答
　
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
ア
ー
ト

フ
ェス
の
よ
う
な
自
由
参
加
の
新
し
い
事

業
を
拡
充
し
な
が
ら
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
新
し

い
手
法
に
よ
る
発
信
を
強
化
す
る
よ
う
、

指
定
管
理
者
に
求
め
て
い
く
。

　
市
民
の
生
涯
学
習
を
保
障
し
、文
化
を

支
え
る
施
設
で
あ
る
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
及

び
茅
ヶ
崎
駅
前
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
を
廃

止
す
る
方
針
の
変
更
を
求
め
る
も
の
で
す
。

問
　
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
（
展
示
型
自

由
意
見
提
案
会
）
実
施
の
理
由
を
伺
う
。

答
　
市
政
に
参
加
す
る
機
会
が
少
な
い

市
民
も
含
め
、よ
り
多
く
の
意
見
を
頂

き
た
い
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

問
　
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
で
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、
意
見
を
自
由

に
記
載
し
て
も
ら
う
方
法
で
は
な
く
、

市
の
取
り
組
み
に
対
す
る
賛
成
・
反
対

の
二
者
択
一
と
し
た
理
由
を
伺
う
。

答
　
市
の
取
組
内
容
に
つ
い
て
、多
く
の

方
か
ら
率
直
な
意
見
を
伺
い
た
い
と
考

え
た
た
め
で
あ
る
。

問
　
よ
り
広
く
丁
寧
な
説
明
を
す
る
と

し
て
い
た
施
設
廃
止
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

市
と
し
て
の
結
論
は
出
て
い
な
い
の
か
。

答
　
市
民
か
ら
頂
い
た
意
見
等
を
重
く
受

け
止
め
て
お
り
、慎
重
に
検
討
し
てい
き
たい
。

 

主
な
事
業
費

 

主
な
質
疑

茅ヶ崎市民文化
会館の指定管理
者が決定
議案第１００号　指定管
理者の指定について

委員会では
全会一致

 

議
案
の
概
要

 

主
な
質
疑

 

陳
情
の
趣
旨

 

主
な
質
疑

選択制デリバリー方式
による中学校給食の実
施に向け委託料を増額
議案第80号　令和４年度茅ヶ崎
市一般会計補正予算（第11号）
所管部分

委員会では
賛成５反対１

茅ヶ崎みんなのアートフェス２０２２の様子

閉
※ 8

会中継続審
査としていた
陳情を審査
陳情第９号　市民ギャ
ラリー、茅ヶ崎駅前市
民窓口センターの廃
止に関する方針の変
更を求める陳情

閉会中継続審査
令和５年第１回定例会まで
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常
任
委
員
会
の
報
告

　
資
本
的
支
出
補
正（
手
術
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
購
入
に
伴
い
、資
産
購
入
費
を

増
額
す
る
も
の
）

問
　
な
ぜ
こ
の
時
期
の
購
入
な
の
か
。

答
　
当
初
は
令
和
５
年
度
の
購
入
を

検
討
し
て
い
た
が
、
世
界
的
な
半
導

体
の
供
給
不
足
の
た
め
、
発
注
か
ら

納
品
ま
で
に
日
数
を
要
す
る
こ
と

や
、
価
格
の
高
騰
が
著
し
い
こ
と
を

受
け
、
早
期
の
購
入
が
必
要
と
判
断

し
た
。

問
　
購
入
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
問
う
。

答
　
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
で
の
手
術

に
よ
り
、
繊
細
で
的
確
な
手
術
が
可

能
と
な
る
。
ま
た
、
従
前
よ
り
合
併

症
が
少
な
く
、
手
術
成
績
の
向
上
を

見
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
い
と
し
の
ベ
ビ
ー
出
産・子
育
て
応

援
事
業
費（
１
億
９
８
９
３
万
２
０
０
０

円
増
。妊
娠
届
出
や
出
生
届
出
を
行
っ

た
妊
婦
等
に
対
し
、出
産
育
児
関
連
用

品
の
購
入
や
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
等
に
係
る
負
担
軽
減
の
た
め
、い

と
し
の
ベ
ビ
ー
出
産・子
育
て
応
援
金

を
支
給
す
る
こ
と
に
伴
い
、消
耗
品
費

等
を
増
額
す
る
も
の
）

問
　
事
業
開
始
の
時
期
を
問
う
。

答
　
本
事
業
は
伴
走
型
相
談
支
援
と

経
済
的
支
援
を
一
体
で
実
施
す
る
。

伴
走
型
相
談
支
援
に
お
け
る
妊
娠
届

出
時
や
出
生
届
出
後
の
面
談
に
つ
い

て
は
、
既
に
実
施
し
て
い
る
部
分
も

あ
る
が
、
支
所
や
出
張
所
で
妊
娠
届

け
を
さ
れ
た
方
へ
も
同
様
に
必
要
と

な
る
。
ま
た
、
妊
娠
８
か
月
の
方
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
が
新
た
な
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
追
加
と
な
る
。
今

後
、
関
係
部
署
と
協
議
検
討
を
進

め
、
令
和
５
年
２
月
中
に
は
実
施
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く
。
経

済
的
支
援
に
つ
い
て
は
、
支
援
に
伴

う
シ
ス
テ
ム
改
修
に
加
え
、
令
和
４

年
４
月
か
ら
12
月
に
出
産
し
た
方
へ

申
請
書
類
等
を
郵
送
す
る
な
ど
の
準

備
が
必
要
と
な
る
。
こ
ち
ら
も
、
可

能
な
限
り
速
や
か
に
支
給
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
登
録
情

報
の
通
知
を
市
が
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
る
犬
の
登
録
に
必

要
な
情
報
を
収
集
で
き
る
こ
と
か
ら
、

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
た
犬
の
登

録
に
係
る
事
務
手
数
料
を
徴
収
し
な
い

こ
と
と
す
る
等
の
た
め
の
も
の
で
す
。

問
　
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装
着
済
み
の

ペ
ッ
ト
を
購
入
し
た
際
、
登
録
費
用
が

不
要
と
認
識
し
て
い
る
が
詳
細
を
問
う
。

答
　
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
た

犬
は
、
従
来
の
鑑
札
の
交
付
を
受
け

る
必
要
が
な
く
、
市
窓
口
で
手
続
き

を
す
る
こ
と
な
く
電
子
上
で
飼
い
主

情
報
の
変
更
が
可
能
と
な
る
た
め
、

狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
く
犬
の
登
録

事
務
手
数
料
が
不
要
と
な
る
。

問
　
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装
着
済
み
の

犬
が
失
踪
し
た
際
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
　
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
番
号
を
読
み

取
る
こ
と
で
、
す
ぐ
に
飼
い
主
の
特
定

が
可
能
と
な
り
、
失
踪
犬
の
返
還
率
が

向
上
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

 

主
な
事
業
費

 

主
な
質
疑

妊婦等に、「いとしの
ベビー出産・子育て
応援金」として10万
円を支給
議案第105号　令和４年度
茅ヶ崎市一般会計補正予算
（第12号）所管部分

委員会では
全会一致

 

主
な
事
業
費

 

主
な
質
疑

マイクロチップを装
着した犬を登録する
際の手数料を無料化
議案第96号　茅ヶ崎市手数
料条例の一部を改正する条
例

委員会では
全会一致

 

議
案
の
概
要

 

主
な
質
疑

環
境
厚
生
常
任
委
員
会

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
で
は
、議
案
13
件
を

審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
岡
崎
　
　
進
　

副
委
員
長

　
菊
池
　
雅
介

豊
嶋
　
太
一

加
藤
　
大
嗣

広
瀬
　
忠
夫

小
島
　
勝
己

新
倉
　
真
二

市立病院に手術
支援ロボットを
導入
議案第106号　令和４年
度茅ヶ崎市病院事業会
計補正予算（第５号）

委員会では
全会一致

マイクロ 
チップを 
装着したペット

（13）

常
任
委
員
会
の
報
告

※８　閉会中継続審査…会期中に結論が出ず、なお内容を調査検討するため、閉会中に継続して審査を必要とするもの

文
化
教
育
常
任
委
員
会

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
で
は
、議
案
４
件
と

陳
情
１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

　
滝
口
　
友
美

副
委
員
長

　
水
本
　
定
弘
　

中
野
　
幸
雄

小
磯
　
妙
子

早
川
　
仁
美

長
谷
川
由
美

伊
藤
　
素
明

　
中
学
校
給
食
施
設
整
備
事
業
費（
３

６
６
１
万
円
増
。選
択
制
デ
リ
バ
リ
ー

方
式
に
よ
る
中
学
校
給
食
の
実
施
に
向

け
、調
理
施
設
か
ら
の
給
食
の
配
送
を

受
け
る
各
中
学
校
の
配
膳
室
整
備
に
伴

う
設
計
を
行
う
た
め
委
託
料
を
増
額
す

る
も
の
）

問
　
中
学
校
給
食
の
実
施
に
向
け
た

配
膳
室
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

答
　
令
和
６
年
度
及
び
７
年
度
に
配
膳

室
の
工
事
を
実
施
す
る
想
定
で
あ
る
。

問
　
選
択
制
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
の
詳

細
が
未
定
の
中
、
配
膳
室
の
設
計
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
　
学
校
ご
と
に
既
存
の
牛
乳
室
の
広

さ
や
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
で
使
用
す
る
収

納
棚
の
レ
イ
ア
ウ
ト
等
を
確
認
し
な
が

ら
、設
計
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
茅
ヶ
崎
市
民
文
化
会
館
の
指
定
管
理

者
を
公
益
財
団
法
人
茅
ヶ
崎
市
文
化・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
と
し
、指
定
の
期

間
を
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
６

年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
と
す
る
も

の
で
す
。

問
　
今
回
、
指
定
管
理
期
間
を
１
年

間
と
し
、
非
公
募
で
選
定
し
て
い
る
。

令
和
５
年
度
に
予
定
し
て
い
る
市
美
術

館
及
び
松し
ょ
う

籟ら
い
庵あ
ん
の
次
期
指
定
管
理
者
の

選
定
と
時
期
を
そ
ろ
え
る
た
め
と
し
て

い
る
が
、
指
定
管
理
の
時
期
を
そ
ろ
え

る
理
由
を
伺
う
。

答
　
事
業
者
が
、３
施
設
を
連
携
さ
せ

た
よ
り
効
果
的
な
事
業
計
画
を
提
案

す
る
こ
と
が
で
き
、経
費
の
節
減
等
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
る
。

問
　
若
年
層
の
利
用
率
や
認
知
度
が

低
い
が
、
若
年
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
事
業
計
画
が
事
業
者
か
ら
示
さ
れ
て

い
る
か
伺
う
。

答
　
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
ア
ー
ト

フ
ェス
の
よ
う
な
自
由
参
加
の
新
し
い
事

業
を
拡
充
し
な
が
ら
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
新
し

い
手
法
に
よ
る
発
信
を
強
化
す
る
よ
う
、

指
定
管
理
者
に
求
め
て
い
く
。

　
市
民
の
生
涯
学
習
を
保
障
し
、文
化
を

支
え
る
施
設
で
あ
る
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
及

び
茅
ヶ
崎
駅
前
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
を
廃

止
す
る
方
針
の
変
更
を
求
め
る
も
の
で
す
。

問
　
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
（
展
示
型
自

由
意
見
提
案
会
）
実
施
の
理
由
を
伺
う
。

答
　
市
政
に
参
加
す
る
機
会
が
少
な
い

市
民
も
含
め
、よ
り
多
く
の
意
見
を
頂

き
た
い
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

問
　
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
で
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、
意
見
を
自
由

に
記
載
し
て
も
ら
う
方
法
で
は
な
く
、

市
の
取
り
組
み
に
対
す
る
賛
成
・
反
対

の
二
者
択
一
と
し
た
理
由
を
伺
う
。

答
　
市
の
取
組
内
容
に
つ
い
て
、多
く
の

方
か
ら
率
直
な
意
見
を
伺
い
た
い
と
考

え
た
た
め
で
あ
る
。

問
　
よ
り
広
く
丁
寧
な
説
明
を
す
る
と

し
て
い
た
施
設
廃
止
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

市
と
し
て
の
結
論
は
出
て
い
な
い
の
か
。

答
　
市
民
か
ら
頂
い
た
意
見
等
を
重
く
受

け
止
め
て
お
り
、慎
重
に
検
討
し
てい
き
たい
。

 

主
な
事
業
費

 

主
な
質
疑

茅ヶ崎市民文化
会館の指定管理
者が決定
議案第１００号　指定管
理者の指定について

委員会では
全会一致

 

議
案
の
概
要

 

主
な
質
疑

 

陳
情
の
趣
旨

 

主
な
質
疑

選択制デリバリー方式
による中学校給食の実
施に向け委託料を増額
議案第80号　令和４年度茅ヶ崎
市一般会計補正予算（第11号）
所管部分

委員会では
賛成５反対１

茅ヶ崎みんなのアートフェス２０２２の様子

閉
※ 8

会中継続審
査としていた
陳情を審査
陳情第９号　市民ギャ
ラリー、茅ヶ崎駅前市
民窓口センターの廃
止に関する方針の変
更を求める陳情

閉会中継続審査
令和５年第１回定例会まで

（12）



ちがさき市議会だよりは、親しみやすい紙面作りに努めております。現在の紙質は、経費・読みやすさ・環境への配慮などを総合的に勘案し
選定しています。（広報広聴委員会）

令和４年度茅ヶ崎市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）（議案第 81 号）、令和４年度茅ヶ崎市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）（議
案第 82 号）、令和４年度茅ヶ崎市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）（議案第 83 号）、令和４年度茅ヶ崎市介護保険事業特別会計補正予算（第
２号）（議案第 84 号）、令和４年度茅ヶ崎市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）（議案第 85 号）、令和４年度茅ヶ崎市公共下水道事業会計補正予算（第
２号）（議案第 86 号）、令和４年度茅ヶ崎市公共下水道事業会計補正予算（第３号）（議案第 87 号）、令和４年度茅ヶ崎市病院事業会計補正予算（第４号）

（議案第 88 号）、茅ヶ崎市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の条例（議案第 94 号）、茅ヶ崎市職員退職手当条例の一部を改正する条例（議
案第 95 号）、茅ヶ崎市手数料条例の一部を改正する条例（議案第 96 号）、工事請負契約の締結について（議案第 98 号）、工事請負契約の変更について

（議案第 99 号）、指定管理者の指定について（議案第 100 号）、市道路線の認定について（議案第 102 号の１から７）、茅ヶ崎市職員給与条例及び茅ヶ
崎市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例（議案第 103 号）、茅ヶ崎市会計年度任用職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関
する条例の一部を改正する条例（議案第 104 号）、令和４年度茅ヶ崎市病院事業会計補正予算（第５号）（議案第 106 号）、副市長の選任について（議
案第 107 号）、副市長の選任について（議案第 108 号）、教育委員会委員の任命について（議案第 109 号）、動産の取得について（議案第 110 号）

■議決結果（全会一致の案件）

■議決結果（賛否が分かれた案件）

■陳情の審査結果　

○賛成　●反対

　　　　　　　◯賛成　●反対  △委員長のため表決に加わらず  □所属委員なし　

※閉会中継続審査…会期中に
結論が出ず、なお内容を調査
検討するため、閉会中に継続
して審査を必要とするもの

議案番号 件　　名

議決結果

ち
が
さ
き 

　自
民
ク
ラ
ブ

絆・
新
し
い
風

公
明
ち
が
さ
き

未
来
創
生・
湘
風 

　ク
ラ
ブ

新
政
ち
が
さ
き

日
本
共
産
党
茅
ヶ
崎 

　市
議
会
議
員
団

ち
が
さ
き 

　立
憲
ク
ラ
ブ

会
派
に
属
さ
な
い 

　議
員

小
島
　勝
己

岡
崎
　
　進

広
瀬
　忠
夫

水
島
　誠
司

小
川
　裕
暉

水
本
　定
弘

青
木
　
　浩

山
田
　悦
子

加
藤
　大
嗣

長
谷
川
由
美

木
山
　耕
治

滝
口
　友
美

山
﨑
　広
子

菊
池
　雅
介

阿
部
　英
光

柾
木
　太
郎

伊
藤
　素
明

岩
田
は
る
み

岸
　
　正
明

新
倉
　真
二

早
川
　仁
美

中
野
　幸
雄

金
田
　俊
信

小
磯
　妙
子

藤
本
　恵
祐

豊
嶋

　太
一

杉
本
　啓
子

本会議 
審議日

議案第 79号 令和４年度茅ヶ崎市一般会
計補正予算（第 10号） 11月 30日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議
長
の
た
め
表
決
に
加
わ
ら
ず

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ●

議案第 80号 令和４年度茅ヶ崎市一般会
計補正予算（第 11号） 12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第 89号 個人情報の保護に関する法
律施行条例 12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第 90号 茅ヶ崎市情報公開・個人情
報保護審査会条例 12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第 91号
茅ヶ崎市病院事業職員の給
与の種類及び基準に関する
条例

12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第 92号 茅ヶ崎市事務分掌条例等の
一部を改正する条例 11月 30日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ●

議案第 93号 茅ヶ崎市附属機関設置条例等
の一部を改正する等の条例 12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第 97号
茅ヶ崎市病院事業の設置等
に関する条例の一部を改正
する条例

12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第 101号

指定管理者の指定について
【議案の趣旨】
茅ヶ崎市営浜須賀水泳プー
ル及び殿山水泳プールの指
定管理者にハヤシグループ
を指定するもの

12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ●

議案第 105号 令和４年度茅ヶ崎市一般会
計補正予算（第 12号） 12月 21日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議会議案第 5号 茅ヶ崎市議会の個人情報の
保護に関する条例 12月 21日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議会議案第 6号
茅ヶ崎市附属機関設置条例
等の一部を改正する等の条
例の一部を改正する条例

12月 21日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議会議案第 7号
茅ヶ崎市議会の所管に係る
茅ヶ崎市個人情報保護条例
施行規程を廃止する告示

12月 21日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

会議の区分 件　　名 結果
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総務 
常任委員会

陳情第 20号 鶴が台団地と浜見平団地のそれぞれの非自治会員（鶴が台団地は一街区自治会を含む）へ、
茅ヶ崎市が支払うべき防犯灯電気料金の未払い分に関する陳情 不採択 ● ● ● ● △ ● □ □ □

陳情第 16号「萩園市民窓口センター」の廃止についての変更を求める陳情 閉会中 
継続審査

文化教育 
常任委員会 陳情第９号 市民ギャラリー、茅ヶ崎駅前市民窓口センターの廃止に関する方針の変更を求める陳情 閉会中 

継続審査

議
決
結
果
等

（15）

茅ヶ崎市事務分掌条例等の一部を改正する条例
　組織改正により経営総務部が新設され、職員に関する所管と財
政に関する所管が１つの部局に統合される。行政サービスの実効
性や効率化が図られる反面、人と金の権限が一か所に集中する弊
害も懸念される。他課かいと緊密に連携し、風通しのよい組織運営
がなされるよう求める。どのような組織改正を行うにせよ、「市民
ファースト」と「現場からの発想と行動」の徹底が肝要であり、働
く職員の能力が市民のために発揮されるよう、職位に応じた人材
育成制度の抜本的な見直しを強く求める。

茅ヶ崎市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例　
　市立病院で赤字が生じた原因と今回の経営形態の変更により赤
字がなぜ解消するのかが明らかにされていない。さらに、経営形態
変更後も赤字の場合は、３年後をめどに経営形態を見直すとして、
地方独立行政法人への移行の可能性まで示している。地方独立行政
法人への移行までも前提とする今回の経営形態の変更には賛成で
きない。新型コロナの感染収束までは現行の経営形態を維持しつ
つ、新型コロナが与えた影響を評価した上で、ポストコロナにおけ
る市立病院の経営の在り方を検討すべきである。

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第 11号）
　中学校給食施設整備事業費は、各中学校の配膳室整備に向けた
設計の委託料であるが、給食調理場の建設予定地が決まらないまま
の整備である。給食調理場の建設予定地を早急に決定し、中学校給
食の早期実現を求める。（仮称）松林地区地域集会施設整備事業費
は、整備予定地の地質調査を行うものであるが、公共施設整備に
おいて埋設物の存在が問題となるケースが相次いでいることから、
事前調査の段階で地域の地理的、歴史的な情報を可能な限り把握す
るよう求める。

茅ヶ崎市事務分掌条例等の一部を改正する条例
　身の丈以上に膨れ上がった経常的経費を引き締めて見直しを進
めていくには、財務部の専門性をより高め、常に財政の視点から
事務事業を精査し、さらなる財政健全化に取り組む必要がある。
しかし、今回の組織改正はまったくその逆をいくものである。今
回の組織改正により、現行の総務部と財務部が一つになることで、
財務部の専門性が薄まってしまうと考える。法律や財政といった
非常に専門性の高い分野を同時に担える職員がいるのかどうか、
激務となり仕事量を考えても疑問である。（杉本啓子議員）

個人情報の保護に関する法律施行条例
　国の個人情報保護委員会に制度を一元化する法改正は、国策に
対応したものであるが、かなり乱暴な手法が気にかかる。匿名加
工情報等の運用実績がなく、取り扱いが難しい内容もある法改正
である中、本市では安定するまで、従前の茅ヶ崎市個人情報保護
条例の規定に沿って運用する点を評価する。

茅ヶ崎市事務分掌条例等の一部を改正する条例
　実施計画 2025 が令和５年度から開始することに合わせ、組織
マネジメントの強化等を目指し組織改正を行うことは理解する。
事業の所管変更がされていない部分は、事業終了後に変更するよ
う要望する。また、より進化した組織を目指し組織改正するとの
考えが適切であり、当初の方針にとらわれず、アップデートや修
正を行い、市民や職員にやさしい行政運営に努めてもらいたい。

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第 12号）
　マイナンバーカードの普及促進のため、商業施設等において
カードの申請支援等を行うための補正予算である。現在、市役所
内でマイナポイントの取得支援を行っている一方、カードの申請
支援は課題となっていた。カードの未所得者や申請手続きに不安
をお持ちの方に対して施策を広く周知し、丁寧な対応で普及促進
を図り、本市が日本一のカード普及率となれるよう期待する。

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第 11号）
　海水浴場におけるバリアフリーマットの設置について、維持管
理やマット設置中における安全確保などが課題ではあるが、誰も
がいつでもビーチを気軽に利用できる環境づくりは必須である。
ビーチのバリアフリー化を推進した実績豊富なＮＰＯ法人などと
の連携を検討する必要性が高いと考える。

ちがさき立憲クラブ

共産党

新政ちがさき

会派に属さない議員

未来創生・湘風クラブ

公明ちがさき

私たちは、このような理由で

賛成しました／反対しました
　第 4 回定例会に提出された各案件について、
本会議での採決の前に各会派などが賛成または
反対を表明し、その理由を述べました。主な内
容は次のとおりです。

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第11号）
　財産管理経費については、ゴルフ場やキャンプ場などでふるさと納
税の寄附を行うことのできるシステムが導入されることは、大いに期待
する。ふるさと納税による税収確保の手法として、観光客にＳＮＳで発
信してもらうことも考える必要があり、道の駅などで活用しても効果が
あると考えるため導入を要望する。
　市粗大ごみ処理施設の整備事業者選定業務において、建設資材の価格
高騰により、整備スケジュールを変更する。施設の老朽化が進む中、
今後の物価の動向が不透明であり、事業延期などの影響も考えられる
が、市民への影響が最小限になるよう強く要望する。
令和４年度茅ヶ崎市病院事業会計補正予算（第５号）
　市立病院が初めて手術支援ロボットを購入することは、医師側、患者
側双方にメリットは多いが、医師がロボットを使った手術のノウハウを
習得するとともに、ロボットを安全に扱えるスタッフ等を増やす必要が
ある。高額なロボットを購入する意義を損なわないよう期待する。
令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第12号）　
　本市の創意工夫により実施する「いとしのベビー出産・子育て応
援金」の支給事業は、妊婦等に対する負担軽減効果があるため大い
に評価する。今後も、少子化対策として、健康保険加入者が出産し
た際に支給される出産育児一時金の整備や、子育て世代、若者世代
への経済的支援を強力に推進することを強く要望する。

指定管理者の指定について（議案第100号）
　現在の指定管理者である茅ヶ崎市文化・スポーツ振興財団は、安定
した施設運営、専門性の蓄積などの実績が評価されており、文化会館
の運営を通して、まちの文化振興を支える役割や活動のノウハウが蓄
積されている。事業者が示す事業計画では、イベンターや市内外の学
校、商業施設をはじめ、各種団体との信頼関係やネットワークが大き
な強みとして挙げられており、この点は市民の意見と一致している。
公共的文化施設の役割として、継続的かつ実りある活動を積み重ねる
ためには、各種団体とのネットワーク形成は非常に重要であり、市に
おいても、茅ヶ崎の文化活動の強みと捉えしっかりと今後につなげて
いくことを求める。

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第11号）
　海水浴場で使用するバリアフリーマットの購入は、高齢者や
障がいのある方を含めた誰もが等しく茅ヶ崎の海の魅力を享受
できる取り組みの一環として評価する。運用の際は、さらなる
バリアフリー化の普及・啓発のため、民間団体からの要望に合
わせて対応するなど、市民参加の機会を活用した柔軟な対応を
求める。

ちがさき自民クラブ

絆・新しい風

賛 成

反 対

賛 成

賛 成

反 対

賛 成

賛 成

賛 成
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本会議 
審議日

議案第 79号 令和４年度茅ヶ崎市一般会
計補正予算（第 10号） 11月 30日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議
長
の
た
め
表
決
に
加
わ
ら
ず

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ●

議案第 80号 令和４年度茅ヶ崎市一般会
計補正予算（第 11号） 12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第 89号 個人情報の保護に関する法
律施行条例 12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第 90号 茅ヶ崎市情報公開・個人情
報保護審査会条例 12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第 91号
茅ヶ崎市病院事業職員の給
与の種類及び基準に関する
条例

12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第 92号 茅ヶ崎市事務分掌条例等の
一部を改正する条例 11月 30日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ●

議案第 93号 茅ヶ崎市附属機関設置条例等
の一部を改正する等の条例 12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第 97号
茅ヶ崎市病院事業の設置等
に関する条例の一部を改正
する条例

12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第 101号

指定管理者の指定について
【議案の趣旨】
茅ヶ崎市営浜須賀水泳プー
ル及び殿山水泳プールの指
定管理者にハヤシグループ
を指定するもの

12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ●

議案第 105号 令和４年度茅ヶ崎市一般会
計補正予算（第 12号） 12月 21日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議会議案第 5号 茅ヶ崎市議会の個人情報の
保護に関する条例 12月 21日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議会議案第 6号
茅ヶ崎市附属機関設置条例
等の一部を改正する等の条
例の一部を改正する条例

12月 21日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議会議案第 7号
茅ヶ崎市議会の所管に係る
茅ヶ崎市個人情報保護条例
施行規程を廃止する告示

12月 21日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

会議の区分 件　　名 結果
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総務 
常任委員会

陳情第 20号 鶴が台団地と浜見平団地のそれぞれの非自治会員（鶴が台団地は一街区自治会を含む）へ、
茅ヶ崎市が支払うべき防犯灯電気料金の未払い分に関する陳情 不採択 ● ● ● ● △ ● □ □ □

陳情第 16号「萩園市民窓口センター」の廃止についての変更を求める陳情 閉会中 
継続審査

文化教育 
常任委員会 陳情第９号 市民ギャラリー、茅ヶ崎駅前市民窓口センターの廃止に関する方針の変更を求める陳情 閉会中 

継続審査

各
議
案
に
対
す
る
討
論

（14）



ちがさき市議会だよりは、親しみやすい紙面作りに努めております。現在の紙質は、経費・読みやすさ・環境への配慮などを総合的に勘案し
選定しています。（広報広聴委員会）

令和４年度茅ヶ崎市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）（議案第 81 号）、令和４年度茅ヶ崎市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）（議
案第 82 号）、令和４年度茅ヶ崎市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）（議案第 83 号）、令和４年度茅ヶ崎市介護保険事業特別会計補正予算（第
２号）（議案第 84 号）、令和４年度茅ヶ崎市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）（議案第 85 号）、令和４年度茅ヶ崎市公共下水道事業会計補正予算（第
２号）（議案第 86 号）、令和４年度茅ヶ崎市公共下水道事業会計補正予算（第３号）（議案第 87 号）、令和４年度茅ヶ崎市病院事業会計補正予算（第４号）

（議案第 88 号）、茅ヶ崎市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の条例（議案第 94 号）、茅ヶ崎市職員退職手当条例の一部を改正する条例（議
案第 95 号）、茅ヶ崎市手数料条例の一部を改正する条例（議案第 96 号）、工事請負契約の締結について（議案第 98 号）、工事請負契約の変更について

（議案第 99 号）、指定管理者の指定について（議案第 100 号）、市道路線の認定について（議案第 102 号の１から７）、茅ヶ崎市職員給与条例及び茅ヶ
崎市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例（議案第 103 号）、茅ヶ崎市会計年度任用職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関
する条例の一部を改正する条例（議案第 104 号）、令和４年度茅ヶ崎市病院事業会計補正予算（第５号）（議案第 106 号）、副市長の選任について（議
案第 107 号）、副市長の選任について（議案第 108 号）、教育委員会委員の任命について（議案第 109 号）、動産の取得について（議案第 110 号）

■議決結果（全会一致の案件）

■議決結果（賛否が分かれた案件）

■陳情の審査結果　

○賛成　●反対

　　　　　　　◯賛成　●反対  △委員長のため表決に加わらず  □所属委員なし　

※閉会中継続審査…会期中に
結論が出ず、なお内容を調査
検討するため、閉会中に継続
して審査を必要とするもの
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本会議 
審議日

議案第 79号 令和４年度茅ヶ崎市一般会
計補正予算（第 10号） 11月 30日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議
長
の
た
め
表
決
に
加
わ
ら
ず

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ●

議案第 80号 令和４年度茅ヶ崎市一般会
計補正予算（第 11号） 12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第 89号 個人情報の保護に関する法
律施行条例 12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第 90号 茅ヶ崎市情報公開・個人情
報保護審査会条例 12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第 91号
茅ヶ崎市病院事業職員の給
与の種類及び基準に関する
条例

12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第 92号 茅ヶ崎市事務分掌条例等の
一部を改正する条例 11月 30日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ●

議案第 93号 茅ヶ崎市附属機関設置条例等
の一部を改正する等の条例 12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第 97号
茅ヶ崎市病院事業の設置等
に関する条例の一部を改正
する条例

12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第 101号

指定管理者の指定について
【議案の趣旨】
茅ヶ崎市営浜須賀水泳プー
ル及び殿山水泳プールの指
定管理者にハヤシグループ
を指定するもの

12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ●

議案第 105号 令和４年度茅ヶ崎市一般会
計補正予算（第 12号） 12月 21日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議会議案第 5号 茅ヶ崎市議会の個人情報の
保護に関する条例 12月 21日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議会議案第 6号
茅ヶ崎市附属機関設置条例
等の一部を改正する等の条
例の一部を改正する条例

12月 21日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議会議案第 7号
茅ヶ崎市議会の所管に係る
茅ヶ崎市個人情報保護条例
施行規程を廃止する告示

12月 21日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯
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総務 
常任委員会

陳情第 20号 鶴が台団地と浜見平団地のそれぞれの非自治会員（鶴が台団地は一街区自治会を含む）へ、
茅ヶ崎市が支払うべき防犯灯電気料金の未払い分に関する陳情 不採択 ● ● ● ● △ ● □ □ □

陳情第 16号「萩園市民窓口センター」の廃止についての変更を求める陳情 閉会中 
継続審査

文化教育 
常任委員会 陳情第９号 市民ギャラリー、茅ヶ崎駅前市民窓口センターの廃止に関する方針の変更を求める陳情 閉会中 

継続審査

議
決
結
果
等

（15）

茅ヶ崎市事務分掌条例等の一部を改正する条例
　組織改正により経営総務部が新設され、職員に関する所管と財
政に関する所管が１つの部局に統合される。行政サービスの実効
性や効率化が図られる反面、人と金の権限が一か所に集中する弊
害も懸念される。他課かいと緊密に連携し、風通しのよい組織運営
がなされるよう求める。どのような組織改正を行うにせよ、「市民
ファースト」と「現場からの発想と行動」の徹底が肝要であり、働
く職員の能力が市民のために発揮されるよう、職位に応じた人材
育成制度の抜本的な見直しを強く求める。

茅ヶ崎市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例　
　市立病院で赤字が生じた原因と今回の経営形態の変更により赤
字がなぜ解消するのかが明らかにされていない。さらに、経営形態
変更後も赤字の場合は、３年後をめどに経営形態を見直すとして、
地方独立行政法人への移行の可能性まで示している。地方独立行政
法人への移行までも前提とする今回の経営形態の変更には賛成で
きない。新型コロナの感染収束までは現行の経営形態を維持しつ
つ、新型コロナが与えた影響を評価した上で、ポストコロナにおけ
る市立病院の経営の在り方を検討すべきである。

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第 11号）
　中学校給食施設整備事業費は、各中学校の配膳室整備に向けた
設計の委託料であるが、給食調理場の建設予定地が決まらないまま
の整備である。給食調理場の建設予定地を早急に決定し、中学校給
食の早期実現を求める。（仮称）松林地区地域集会施設整備事業費
は、整備予定地の地質調査を行うものであるが、公共施設整備に
おいて埋設物の存在が問題となるケースが相次いでいることから、
事前調査の段階で地域の地理的、歴史的な情報を可能な限り把握す
るよう求める。

茅ヶ崎市事務分掌条例等の一部を改正する条例
　身の丈以上に膨れ上がった経常的経費を引き締めて見直しを進
めていくには、財務部の専門性をより高め、常に財政の視点から
事務事業を精査し、さらなる財政健全化に取り組む必要がある。
しかし、今回の組織改正はまったくその逆をいくものである。今
回の組織改正により、現行の総務部と財務部が一つになることで、
財務部の専門性が薄まってしまうと考える。法律や財政といった
非常に専門性の高い分野を同時に担える職員がいるのかどうか、
激務となり仕事量を考えても疑問である。（杉本啓子議員）

個人情報の保護に関する法律施行条例
　国の個人情報保護委員会に制度を一元化する法改正は、国策に
対応したものであるが、かなり乱暴な手法が気にかかる。匿名加
工情報等の運用実績がなく、取り扱いが難しい内容もある法改正
である中、本市では安定するまで、従前の茅ヶ崎市個人情報保護
条例の規定に沿って運用する点を評価する。

茅ヶ崎市事務分掌条例等の一部を改正する条例
　実施計画 2025 が令和５年度から開始することに合わせ、組織
マネジメントの強化等を目指し組織改正を行うことは理解する。
事業の所管変更がされていない部分は、事業終了後に変更するよ
う要望する。また、より進化した組織を目指し組織改正するとの
考えが適切であり、当初の方針にとらわれず、アップデートや修
正を行い、市民や職員にやさしい行政運営に努めてもらいたい。

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第 12号）
　マイナンバーカードの普及促進のため、商業施設等において
カードの申請支援等を行うための補正予算である。現在、市役所
内でマイナポイントの取得支援を行っている一方、カードの申請
支援は課題となっていた。カードの未所得者や申請手続きに不安
をお持ちの方に対して施策を広く周知し、丁寧な対応で普及促進
を図り、本市が日本一のカード普及率となれるよう期待する。

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第 11号）
　海水浴場におけるバリアフリーマットの設置について、維持管
理やマット設置中における安全確保などが課題ではあるが、誰も
がいつでもビーチを気軽に利用できる環境づくりは必須である。
ビーチのバリアフリー化を推進した実績豊富なＮＰＯ法人などと
の連携を検討する必要性が高いと考える。

ちがさき立憲クラブ

共産党

新政ちがさき

会派に属さない議員

未来創生・湘風クラブ

公明ちがさき

私たちは、このような理由で

賛成しました／反対しました
　第 4 回定例会に提出された各案件について、
本会議での採決の前に各会派などが賛成または
反対を表明し、その理由を述べました。主な内
容は次のとおりです。

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第11号）
　財産管理経費については、ゴルフ場やキャンプ場などでふるさと納
税の寄附を行うことのできるシステムが導入されることは、大いに期待
する。ふるさと納税による税収確保の手法として、観光客にＳＮＳで発
信してもらうことも考える必要があり、道の駅などで活用しても効果が
あると考えるため導入を要望する。
　市粗大ごみ処理施設の整備事業者選定業務において、建設資材の価格
高騰により、整備スケジュールを変更する。施設の老朽化が進む中、
今後の物価の動向が不透明であり、事業延期などの影響も考えられる
が、市民への影響が最小限になるよう強く要望する。
令和４年度茅ヶ崎市病院事業会計補正予算（第５号）
　市立病院が初めて手術支援ロボットを購入することは、医師側、患者
側双方にメリットは多いが、医師がロボットを使った手術のノウハウを
習得するとともに、ロボットを安全に扱えるスタッフ等を増やす必要が
ある。高額なロボットを購入する意義を損なわないよう期待する。
令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第12号）　
　本市の創意工夫により実施する「いとしのベビー出産・子育て応
援金」の支給事業は、妊婦等に対する負担軽減効果があるため大い
に評価する。今後も、少子化対策として、健康保険加入者が出産し
た際に支給される出産育児一時金の整備や、子育て世代、若者世代
への経済的支援を強力に推進することを強く要望する。

指定管理者の指定について（議案第100号）
　現在の指定管理者である茅ヶ崎市文化・スポーツ振興財団は、安定
した施設運営、専門性の蓄積などの実績が評価されており、文化会館
の運営を通して、まちの文化振興を支える役割や活動のノウハウが蓄
積されている。事業者が示す事業計画では、イベンターや市内外の学
校、商業施設をはじめ、各種団体との信頼関係やネットワークが大き
な強みとして挙げられており、この点は市民の意見と一致している。
公共的文化施設の役割として、継続的かつ実りある活動を積み重ねる
ためには、各種団体とのネットワーク形成は非常に重要であり、市に
おいても、茅ヶ崎の文化活動の強みと捉えしっかりと今後につなげて
いくことを求める。

令和４年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第11号）
　海水浴場で使用するバリアフリーマットの購入は、高齢者や
障がいのある方を含めた誰もが等しく茅ヶ崎の海の魅力を享受
できる取り組みの一環として評価する。運用の際は、さらなる
バリアフリー化の普及・啓発のため、民間団体からの要望に合
わせて対応するなど、市民参加の機会を活用した柔軟な対応を
求める。
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本会議 
審議日

議案第 79号 令和４年度茅ヶ崎市一般会
計補正予算（第 10号） 11月 30日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議
長
の
た
め
表
決
に
加
わ
ら
ず

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ●

議案第 80号 令和４年度茅ヶ崎市一般会
計補正予算（第 11号） 12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第 89号 個人情報の保護に関する法
律施行条例 12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第 90号 茅ヶ崎市情報公開・個人情
報保護審査会条例 12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第 91号
茅ヶ崎市病院事業職員の給
与の種類及び基準に関する
条例

12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第 92号 茅ヶ崎市事務分掌条例等の
一部を改正する条例 11月 30日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ●

議案第 93号 茅ヶ崎市附属機関設置条例等
の一部を改正する等の条例 12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第 97号
茅ヶ崎市病院事業の設置等
に関する条例の一部を改正
する条例

12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議案第 101号

指定管理者の指定について
【議案の趣旨】
茅ヶ崎市営浜須賀水泳プー
ル及び殿山水泳プールの指
定管理者にハヤシグループ
を指定するもの

12月 15日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ●

議案第 105号 令和４年度茅ヶ崎市一般会
計補正予算（第 12号） 12月 21日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議会議案第 5号 茅ヶ崎市議会の個人情報の
保護に関する条例 12月 21日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議会議案第 6号
茅ヶ崎市附属機関設置条例
等の一部を改正する等の条
例の一部を改正する条例

12月 21日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

議会議案第 7号
茅ヶ崎市議会の所管に係る
茅ヶ崎市個人情報保護条例
施行規程を廃止する告示

12月 21日 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

会議の区分 件　　名 結果
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総務 
常任委員会

陳情第 20号 鶴が台団地と浜見平団地のそれぞれの非自治会員（鶴が台団地は一街区自治会を含む）へ、
茅ヶ崎市が支払うべき防犯灯電気料金の未払い分に関する陳情 不採択 ● ● ● ● △ ● □ □ □

陳情第 16号「萩園市民窓口センター」の廃止についての変更を求める陳情 閉会中 
継続審査

文化教育 
常任委員会 陳情第９号 市民ギャラリー、茅ヶ崎駅前市民窓口センターの廃止に関する方針の変更を求める陳情 閉会中 

継続審査

各
議
案
に
対
す
る
討
論
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月 日（曜日） 内　　　容

3

1（水） 本会議 (施政方針演説・各案件趣旨説明・＊先議
案件趣旨説明～質疑～付託）＊議会運営委員会

3（金） 本会議（＊先議案件最終審議・施政方針演説及
び各提出議案に対する総括質疑）

6（月） 本会議（施政方針演説及び各提出議案に対する
総括質疑）

7（火） 本会議（施政方針演説及び各提出議案に対する
総括質疑・付託）

9（木）、10（金）、
13（月）、14（火）予算特別委員会

15（水）
都市経済常任委員会・文化教育常任委員会（議
案等の審査）
＊議会運営委員会

16（木） 環境厚生常任委員会・総務常任委員会（議案等
の審査）
＊議会運営委員会 
＊本会議（追加案件趣旨説明～質疑～付託・報告） 
＊委員会審査（追加案件）

22（水）

23（木） 本会議（各案件最終審議・＊報告に対する質疑）

　紙面へのご意見、ご要望をお寄せください。
発行／茅ヶ崎市議会　編集／広報広聴委員会　発行日／4月・7月・10月・1月の末日
〒253-8686 茅ヶ崎市茅ヶ崎1-1-1　議会事務局　☎0467（82）1111（代表）　FAX 0467（82）1060　Eメール gikai@city.chigasaki.kanagawa.jp

令和５年第１回定例会の日程（予定）

○原則として午前10時から
　３月１５日（水）・１６日（木）は、１日に２つの常任委員会が開催されます。都市経
済および環境厚生は９時から、文化教育および総務は１４時から開会します。　
詳細については、２月２１日(火)開催予定の議会運営委員会で決定されますの
で議会事務局にお問い合わせください。
＊印のある予定は、該当する案件がある場合に行われます。
★請願と陳情の第１回定例会での取り扱いは、２月２４日(金)の正午までに提出
　されたものを対象とします。　

意見交換会（アロハトーク）を
開催しました

意見交換会（アロハトーク）を
開催しました

３常任委員会の政策提言書を市長に提出
都市経済常任委員会
テ ー マ　茅ヶ崎の魅力ある資源を活かしたまちづくり
　　　　   ～市民が誇れるみどりと景観の形成へ～

提言内容　みどりの有効活用と市民がみどりに触れる
　　　　　ことができる環境整備

政策提言書
（市議会HP）茅ヶ崎市議会公式

YouTubeチャンネル

環境厚生常任委員会
テ ー マ　誰もが安心して自分らしく暮らすために
　　　　   ～持続可能な地域福祉に向けて～

提言内容　介護人材の育成や担い手を発掘できる環境
　　　　　の構築及び高齢者介護のイメージ向上

写真は各常任委員会の市長への手交式の様子

政策提言書
（市議会HP）

文化教育常任委員会
テ ー マ　子どもたちが主体的に生きるための総合的
　　　　　な取り組みについて

提言内容　子どもの育ちを支える「（仮称）茅ヶ崎市子ども
　　　　　の権利に関する条例」の早期制定を求める

政策提言書
（市議会HP）

　都市経済常任委員会、文化教育常任委員会および環境
厚生常任委員会が主体となり作成した政策提言書を、令和
４年12月22日に本市議会から市長に提出しました。（総務
常任委員会は令和４年５月に提出済み）

　各常任委員会の政策提言書は市議会ホームページ、議会
図書室などでご覧いただけます。

　市議会公式YouTubeチャンネル
でも各常任委員会の政策提言の概
要を紹介していますので、ぜひご覧
ください。

　「こんなまちにしたいな　ちがさき」をテーマにした市
民との意見交換会を令和４年１１月２３日に開催しました。
全２回、合計２３人の方に参加いただき、さまざまな意見
やアイデアが出され、市の課題や情報の共有を図ること
ができました。
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